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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あぁ、そっか。これってあれか。




　前にネットの記事かなんかで見た、あれ。

　夢ってのは『人間の中の欲よつ求きゆうとか不安とか願望とかを、ちょっと形を変えて歪わい曲きよくさせて映す鏡みたいなもの』だって。昔いた、お偉えらい心理学者の人が言ったとか言わないとか。

　そんなアヤフヤな記き憶おくだけど、なんとなく頭の中に残ってる。ネットの情報なんてそんなもんでしょ？

「形を変えてって、まんまじゃん」

　今見ている自分の夢に、ボソリとツッコミを入れてみる。

　周囲は真っ暗で鉄格子の外は何も見えない。




　けれど、この床ゆかのざらついた感かん触しよく。

　じめっとした空気に微かすかに混じる甘あま酸ずっぱい匂におい。

　ここは愛いとおしくて疎うとましい我が高校・聖アルテミス女学院に間ま違ちがいないだろう。




　私は今、檻に入れられている。

　それは教室を檻に例えたとか、そういう比ひ喩ゆ的なアレじゃなくて、正しよう真しん正しよう銘めいの檻。四方を鉄てつ格ごう子しに囲まれて、両手を満足に伸のばす事もできないくらい狭せまくて、サーカスの動物とかが入っていそうなやつだ。




『檻の中の檻』が心の奥底の不安を表しているっていうなら、なんの捻ひねりもなさすぎるじゃない。私の脳みそが作り出せるのは、これが限界ってことか。

　馬ば鹿か馬ば鹿かしく安っぽい夢からは、さっさと目覚めるに限る。

　めくれていた制服のスカートを直してから、両手で思いっきり頰ほっぺたをつねってみる。けれど、一向に夢から覚める気配はない。

「……起きてよ、早く」

　そう自分に訴うつたえかけながら、何度も頰っぺたをつねりあげても、私は狭せま苦くるしい檻の中だ。

　頰っぺたから鉄格子に両手を移動させて、思いきり揺ゆらしてみるが、もちろん檻は開く事はない。錆さびだらけの鉄格子がキシキシと軋きしむだけだ。

「なんで、なんで、なんで？」

　次し第だいに体の震ふるえが激しくなっていく。どんなに我が慢まんしても止まらず、足元がふらつき、奥歯はカチカチとリズムを刻む。情けないくらいに声が震えてしまう。

「……誰だれか、誰かいませんか？」

　恐きよう怖ふに身を任せて叫さけびたいのに、声が擦かすれる。自分ですら、ほとんど聞き取れないくらい小さな擦れ声は、あっという間に闇やみにかき消されていく。




　現げん実じつ逃とう避ひ終しゆう了りようの時間がきたようだ。

　私は認めたくない事実を認めなくてはならない。




　これは夢じゃない、現実なのだ。

「おや、随ずい分ぶん早いお目覚めですね？」

　私が現実を認めたのを見計らったように頭上から、低い声が響ひびく。

　顔をあげると、田た篠しの先生が檻の外からこちらを見下ろしていた。丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをして、先生は少し乱れた前まえ髪がみをかきあげる。手て袋ぶくろとワイシャツの袖そでから細い腕うでが僅わずかに覗のぞいた。

「おはようございます。市いち位いハナさん」

　あぁ、私ってホントに馬鹿。

　こんな状態なのに、田篠先生にフルネームで呼ばれて、だらしなく頰ほおが緩ゆるんじゃう。きっと首筋まで真っ赤に染まってるだろう。この暗くら闇やみの中、すぐに先生を識別できたのは目が慣れてきたという理由だけじゃないのだ。

　この状じよう況きようの説明を求めようと口を開こうとしたその時だった。

「お腹なか、まだ痛みますか？」

　先生のその一言で、瞬またたく間に記憶が呼び戻もどされていく。

　下腹部に受けた衝しよう撃げきを思い出して、体から力が抜ぬけていった。くの字に曲がりながら私は、その場にしゃがみ込む。




　そうだ、私、あの時、先生に……。

　フラッシュバックする記憶に、頭の中をグシャグシャにかき乱されていく。眩暈めまいに襲おそわれる私の横で、道みち端ばたに咲さいた野花に向けるような穏おだやかな微笑ほほえみを浮うかべながら、田篠先生は言った。







「ようこそ、地じ獄ごく型人間動物園へ」
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　欲しくってたまらなかった、昔から。

　今を盛さかりと咲き誇る薔薇ばらみたいに真っ赤なネクタイ。それを胸の真ん中に垂らして、風を切って歩いてみたくって。

　ただそれだけを夢見て憧あこがれて、私は十六年間生きてきた。




　だって薔薇色ネクタイは聖アルテミス女学院の生徒である証あかしだから。

　聖アルテミス女学院と言えば、お嬢じよう様さま学校の代名詞。

　もとはフランスから来た宣教師が開いた修道院らしく、とにかく歴史も品格も半はん端ぱない。

　昔は学院に入れば将来安あん泰たい。嫁とつぎ先は選びたい放題だったとか。




　今でも受験の倍率は宝たから塚づか並み。

　文化祭のチケットはヤフオクでは十万円。

　制服に至ってはウン百万円単位で取引されている。

　女学院の生徒が街中を歩くだけで周囲は一変。なんていうか空気が柔やわらかくなって淡あわく色づく。すれ違ちがう人々は微笑み、羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向ける。赤いネクタイのお姉さんたちの一員にどうしてもなりたかった。




　それだから、私は必死に勉強した。中学の想おもい出なんて何ひとつない。

　友達とは遊ばず、ていうか友達自体作らず。部活には、もちろん参加せず。ホームルーム終しゆう了りようのチャイムと同時に下げ駄た箱ばこに向かう。

　寄り道の『よ』の字もせずに帰宅して、容量少なめの脳みそに鞭むち打うち、聖アルテミス女学院の過去問を解きまくった。

　中学三年間を生いけ贄にえに捧ささげ、死ぬ気で頑がん張ばったおかげで私は奇き跡せき的に学院に合格できた。

　まぁ正確に言えば補欠合格からの繰くり上あげ合格なのだけど。

　とにかく合格は合格だ。

　こうして私は幼い頃ころから恋こい焦こがれていた赤いネクタイを手にいれたのだ。

　とうとう憧れのお姉さんたちの仲間入り。

　今までの自分にサヨナラ。サナギから蝶ちようへ、ガラケーからスマホへ。アナログ放送からデジタルへ。そんなレベルでの劇的ビフォーアフターを遂とげて……いるはずだったのに。




　なんだろ、このぱっとしない高校生活は。

　入学から一カ月。憧れの制服に袖そでを通す事で得られる満足感など、とっくに消え失うせてしまった。想像してたのと全然違う、全然イケてない。この学院に入れば生まれ変われるなんて、思っていた自分を殴なぐり飛ばしてやりたい。私は何も変わらない。




　全すべてが平へい凡ぼん、並以下の市位ハナなのだ。







「起立～」

　学級委員長の甲かん高だかい声を聞き、私は慌あわてて立ちあがった。彼女の指示に従い、クラスメイト全員が頭をさげる。

　本日最後の授業が終わり、教室は一気に騒さわがしくなった。




　ふと背後から視線を感じて振ふりかえると、委員長が冷ややかな表情でこちらを睨にらみつけていた。ワンテンポ起立が遅おくれた私が気に入らなかったようである。

　どこの鬼おに軍ぐん曹そうだよ、と心でツッコミを入れつつ、とりあえず申し訳なさそうに頭をさげておく。気が済んだのか、委員長は長い三つあみおさげ髪がみを揺ゆらしてロッカーへと歩き去って行った。眉み間けんにシワさえ作ってなければ結構美人なのに、もったいない。




　委員長のおさげ髪を眺ながめたついでに周囲を見まわすと、あっという間にクラスは分断され、数個の塊かたまりになっている。僅わずかな時間でも彼女達はグループでかたまるのが好きなのだ。グループは違えど、そこで織りなされている会話内容に大差はない。




「ねぇねぇ今日どこ行く？」

「数学の宿題多すぎない？」

「てか部活もう決めた？」

　そんなテンプレートな会話が行われている中、私はゆっくり席につき、鞄かばんの中をまさぐった。四角い物体を指先で確かく認にんして引っ張り出す。

　それは先月発売されたばかりのスマホ。高校合格のお祝いに買ってもらったものだ。

　信しん憑ぴよう性せいも知的レベルも低いネット記事を流し読みしながら私は帰りのホームルームが始まるのを待つ事にした。

　私に声を掛かけてくる者はなし。入りたいグループもなし。

　といっても、別にいじめられたりハブられたりしている訳じゃない。

　一応、お弁当を一いつ緒しよに食べる友達も、理科室に移動したりトイレに一緒にいく友達だっている。ただこの短い時間の中で、お互たがいに席を立ってまで会話する程ほどの間あいだ柄がらではないというだけのことだ。

　この瞬しゆん間かん、その子たちと二度と会えなくなるって言われても私は涙なみだ一つ流さないだろう。

　まぁ、それを友達と呼んでいいのかは謎なぞなところだけど。

　今日はまとめサイトにあんまり面おも白しろい記事がない。携けい帯たいをいじっているふりをしてチラチラとクラスメイト達の様子を窺うかがう。

　どのグループでもエンドレスにお喋しやべりが続けられていた。なにがそんなにおかしいのか、胸の上のネクタイを微かすかに揺らして、笑いあっている。

　自分の胸むな元もとにあるネクタイと、それを見比べると、なんだか私のだけ燻くすぶって汚よごれてみえた。

　気を取り直して、私もお喋りを始める事にした。

　再び携帯に視線を戻もどしてツイッターを開く。ネットの中なら、どんな事だって好きなだけ呟つぶやける。




『なぜだろ、夢を叶かなえたはずなのに』

　素す早ばやく指を動かして文字を入力して、ツイート。

『今日も場ば違ちがい感ハンパない』

　何も考えず再び頭に浮うかんだ言葉を打ちこんでいく。

『とっても惨みじめ』

　最後のツイートをみて、妙みように納なつ得とくした。

　そうなのだ、惨めなのだ。




　あっという間に学院の生徒らしくなっていく同級生に圧あつ倒とうされて、気き後おくれして、落ち込んで、一歩前に踏ふみ出せない。

　心を開ける友達も、入りたい部活も見つからない。そうこうしている間に、どんどん周囲との距きよ離りが離はなれていく。

　憧あこがれの場所にいるというのに、ぬぼーっとしたババロアみたいに退たい屈くつ。




『本当に私、聖アルテミス女学院の生徒になったんだよね？』

　そう打ってから、今度はツイートせずに削さく除じよした。

　理想と現実のギャップに打ちのめされて、何度も学校をサボってしまおう、休んでしまおうと考えた。でもそんな事をする勇気などなく、今のところ無む遅ち刻こく無欠席である。

　ブーブーと、ポケットに入れていた携帯が振しん動どうする。

　私は二台目の携帯を取り出した。これは中学から愛用しているガラケー。

　母からの「今日遅おそくなる」というメールに返信をして再びガラケーをポケットにしまう。

　聖アルテミス女学院に合格したご褒ほう美びに、私は両親から携帯の二台持ちが許された。

　中学三年間、勉強の合間や寂さびしい時に私を支えてくれたのはコイツだったから。

　どうしても解約したくなかったのだ。物に感情移入しすぎかもしれないけど、コイツを持ってると心が落ち着く。それにスマホの調子が悪い時とかネット環境が悪いところではガラケーちゃんのほうが便利だったりするのだ。

　そして、今も私はこの二台の携帯たちのおかげで変わり映ばえしない毎日を乗り越こえられている。

　スマホをいじっていれば、あっという間に休み時間が終わる。

　教室では空気のような存在だけど、ネットならさっきみたいな呟きに、たまに誰だれかが反応してくれる。ネットにならば、私だって少しは友達がいるのだ。




「遅くなってすみません」

　教室のドアが開き、担任の田篠珠じゆ雲うん先生が姿を現した。

　すらりと背の高い先生は今日もアイボリーブラックのスリーピーススーツをばっちり着こなしている。

　先生の姿を確認すると、クラスメイト達は誰に指示される訳でもなく自らの机に戻った。

　周囲を確認すると再び委員長が「起立」と声を上げる。今度は遅れずに立ちあがることができた。委員長の声に合わせて礼をする。

「田篠先生、ごきげんよう」

　クラスメイトの声が重なり、ハーモニーが生まれる。皆みなが席についたのを確認すると田篠先生は目を細めて優やさしく微笑ほほえんだ。

「ごきげんよう……今日も素す晴ばらしい挨あい拶さつです」

　いつもそう言って、先生は私達の息の揃そろった号令を褒ほめてくれる。

　そうだ、スマホの他ほかに私が学校に通えている理由が、ここにもあった。

　田篠先生は今年学院に赴ふ任にんしてきた新人の先生だが、なんていうか風格がある。物もの腰ごしが柔やわらかく、どんな時も決して声を荒あらげない。先生が語りだせば自然と教室は静かになる。

　みんな、あの低く少し擦かすれた声にウットリしてるんだと思う。

　もちろん私もそのひとり。

　田篠先生は、どの先生よりも学院の雰ふん囲い気きに馴な染じんでいて、つい見み惚とれてしまう。

　すらりと長い手足。細い腰こし。切れ長の瞳ひとみは、笑うと一気に柔らかい印象に変わる。

　先生はスリーピーススーツをきっちりと着こなし、手袋をつけ、肌はだを露ろ出しゆつさせる事はほとんどない。噂うわさでは日光アレルギーなんだとか。

　だが少し長めの前まえ髪がみをかきあげる度たび、袖そでと手て袋ぶくろの間から白い手首がチラチラと姿を見せた。白くて透とう明めい感かんのある素す肌はだに毎度毎度ドキッとしてしまう。

　チラリズムってこういう事なんだなって思う。とにかく、どこを取ってもカッコイイ。というか、綺き麗れいなのだ。

　この気持ちが恋こいというものなのか、ファン的なものなのか、まだ分からない。けれど田篠先生が担任じゃなかったら今いま頃ごろどうなっていた事か。考えるだけでゾッとする。




　そんな具合で、私にとって朝と帰りのホームルームは田篠先生の声が聞ける貴重な時間なのだけど、ここ数日、ある男達によってそれを妨さまたげられている。




「では、古こ寺じ先生、久く保ぼ賀が先生お願いします」

　声を掛けられ、田篠先生の隣となりに立っていたリクルートスーツの男と、ジャージの男が教きよう卓たくの前に立つ。

　教育実習生の古寺正せい義ぎと、久保賀大だい治じだ。

「はい、みんな一週間お疲つかれ！」

　率そつ先せんして話しだしたのはド派手なジャージを着た久保賀だ（心の中なので敬けい称しよう略りやく）。

　担当科目は体育。本来なら田篠先生が受け持つことはないのだが、体育の先生で担任を持っている人がいないらしく、ホームルームだけ私のクラスにやってきているのだ。

　水泳で国体に出た事があるとかで、体は見事な逆三角形。

　引き締しまっていて余分なお肉はどこにもない。無造作にセットされた短い髪かみと耳たぶに空いた無数のピアスの穴からして普ふ段だんは相当チャラそうだ。

「週末の予定は決まってんのかな、まぁ楽しんでください……あ、宿題ちゃんとやってくれよ。僕が怒おこられちゃうんだから」

　久保賀の言葉に数人の生徒が「はぁ～い」と声をあげた。にじみ出るチャラさのせいか、クラスメイトの何人かは彼に懐なついている。他のクラスでも結構人気があるらしい。

「えぇっと、連れん絡らく事じ項こうはそれだけだっけ？」

　久保賀はちらりと背後に立つ古寺に視線を送る。

「……清せい掃そうのこと」

　古寺はボソリと呟いた。

　田篠先生が指導している実習生は彼であり、本当は彼がホームルームを取り仕切るべきなのだけど、ほとんど喋しやべらず久保賀の後ろに立っているだけだ。

　いつも仏ぶつ頂ちよう面づらで私達を睨にらみつけている。頭一つ分、久保賀より背が高いせいもあって威い圧あつ感かんが半はん端ぱなく、正直ちょっと怖こわい。グレーのリクルートスーツを好んでいるようだけど、田篠先生や久保賀のようなお洒しや落れさはない。
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　いずれにせよ私の癒いやしの時間を邪じや魔まする憎にくき二人である。早く実習期間が終わればいいのに。心の底からそう思う。

「そうだそうだ清掃ね」

　久保賀は手にしていた手帳を開き、メモした内容を読み始めた。

「この土日を利用して校舎の清掃が行われます。だから今日の部活動も放課後のお喋りも禁止……ですよね、古寺先生？」

「あぁ」

「ってことで、これが終わったらまっすぐ家に帰るように。学校に閉じ込められてもしらねぇぞ」

　言われなくてもまっすぐ家に帰りますよ。放課後、学校に残る理由もないし。久保賀の雑談は続いていたが、私はこっそりスマホを取りだしツイッターを開く。




『実習生、話長すぎチャラすぎ』

　そう投とう稿こうしようとした時、リプライが届いている事に気付いた。

『叶かなっちゃった夢って価値ない、ゴミ以下』




　さっきのツイートへの返信である。

　少し前から私をフォローしてくれている、多分同じ年くらいの女の子だ。結構話があうので、お気に入りのフォロワーさんである。




　彼女のリプライを速そつ攻こうスクリーンショットで撮とる。いちいち貰もらった返信、お気に入り登録してたらキモい女に思われるもんね。

　……たしかにそうかも。撮った画像を眺めながら、しみじみ思う。一度叶っちゃった夢って、あっという間に日常化しちゃうし、今まで気づかなかった嫌いやな部分も目につきはじめる。

　新たな夢を見つけたり、前に進めたりしたらいいんだろうけど、叶った夢にすがりついているうちに、キラキラ輝かがやいていたものを風化させてしまう。

　そんな自分にガッカリしてばかり。こんな風になるなら手に入れなければ良かった。

　あぁ、本当にゴミくずみたい。

　こみあげてくる自じ虐ぎやく的な笑えみを隠かくす様に、手で口をおおう。スマホを眺ながめてニヤつく姿なんてクラスメイトに見られたら変な噂を立てられかねない。




「てな感じで、ホームルーム終えちゃっていいですか？」

　無む駄だ話を終えた久保賀の目配せに、田篠先生がニコリと頷うなずく。

「んじゃ、これで終わりま～す。えぇっと委員長は……」

　久保賀が号令の指示を出す前に委員長が「起立」と声をあげる。急いでスマホを机につっこみ、立ちあがる。戸と惑まどう実習生を無視したまま、再び教室に響ひびくハーモニー。

「はい、また来週」

　田篠先生は惚ほれ惚ぼれする綺麗なお辞じ儀ぎを私達に披ひ露ろうして教室を出て行った。

　やっと一日が終わった。お疲れ、私。

「待って待って、久保賀ちゃん！」

　田篠先生に続き、教室を出ていこうとした久保賀に城じよう野のモクハが短いスカートをひるがえしながら駆かけ寄っていく。

　彼女が私の横を走り抜ぬけた瞬しゆん間かん、甘ぁい香かおりが教室に広がった。

「久保賀ちゃんじゃなくて、先生な」

「ねぇ土日なにすんの、デート？」

　モクハに続いて瀬せ繹ぬマイカと味あじ田たレイコが久保賀に群がる。

「え、なになに？　久保賀、カノジョいんの？」

　瀬繹マイカが久保賀に腕うでをからませて無い胸を押し付ける。

「セ・ン・セ・イな！」

　久保賀を無視して、城野モクハは彼に顔を近づけて「はは～ん」と、ワザとらしい声を出した。

「その顔はいるっしょ、オンナ！」

「いるっしょ、じゃないの。てか近い近い！」

　と言いつつ、久保賀は女子高生に囲まれて、まんざらでもない様子だ。

「……どんなコなんですか？」

　今まで黙だまっていたレイコが尋たずねると彼は「ん～……ナイショ」と人差し指を唇くちびるに押し当てて、おどけてみせた。

「ヤバッ、ウケんだけど！」

「久保賀ちゃん、なにかわいこぶってんの!?」

　身み支度じたくを整えながら、彼女達を観察する。

　手を叩たたきながら盛り上がっている三人は、角砂糖に群がる蟻ありのように久保賀にまとわりつき、これでもかというくらいボディタッチ。その仕草や喋り方が、これでもかっていうくらい女子。女子高生感が溢あふれでて、ちょっと尊敬する。

「てか久保賀、今モクハっちの肩かた触さわったでしょ？」

「はっ、触ってねぇよ！」

「絶対触ったよ。ねっ、レイコっち！」

「うん、触ってたかも」

「変な言いがかりはやめろって、マイカっち！」

「アンタがマイカっちって言うなし！」

　仲の良さをアピールするかのように、三人はお互たがいをマイカっち、モクハっち、レイコっちと呼び合っている（よく恥はずかしくないなって感心しちゃう）。

　それをうけて私達は彼女たちにあだ名をつけた。




　リーダー格で老舗しにせ旅館の一人娘むすめの城野モクハは、いわゆる典型的なお嬢じよう様さま。セブンティーンとかそういう雑誌から切り抜いてきたような流行はやりのものを全身装備してるゆるふわパーマ女子（生活指導に「これ天パです」とか平気で噓うそをつく）。身につけている物とか育ちの良さをひけらかしている感じから『リッチ』と命名。




　背の低さを誤ご魔ま化かす為ために特大のリボンのついたカチューシャを愛用して、更にかさ増しする為に髪をポニーテールにする瀬繹マイカは、童顔で瘦やせていて、ランドセルを背負ってても違い和わ感かんないと思う。でも街中で見かけると、いっつも違ちがう男を連れて歩いてるから『ビッチ』。




　味田レイコは二人に比べると随ずい分ぶんおとなしい。二人と違って先生にもきちんと敬語で話せるし、黒くろ髪かみショートでボーイッシュな感じだ。顔はこの子が一番可愛かわいいと思う。

　数日前から、突とつ然ぜん眼帯をつけはじめたから『パッチ』と命名した。怪け我がではなくお洒落眼帯だという噂うわさだから、ちょっとイタい。




　リッチ、ビッチ、パッチ。我ながら良いネーミングだと思うんだけど、残念ながらこれを話せる友達はいない。とりあえずネットに書き込んでみたが、いまいち反応は薄うすかった。

　今の流れで、私にあだ名をつけるならボッチってとこだろうか。




　こうやってあだ名をつけて内心馬ば鹿かにしているのは半分ヒガミだって、自分でも気づいている。リッチ・ビッチ・パッチは我が一年二組の中心人物だ。彼女達は勝ち組だ。

　顔も可愛いしクラスでの地位もちゃんとキープしている。




　でも、残りの半分は？

　それは彼女達が「この学院の生徒らしくない」という反感からだ。

　どんなに可愛くても目立っていても駄だ目めなのだ。私が憧あこがれたお姉さん達の姿ではない。




「おはなし中、ごめんなさい」

　フワリと空気に溶とけるような声が教室に響き、リッチ達の馬鹿騒さわぎがピタリと止まった。

　顔をあげなくても誰だれがそこに立っているのか分かる。

　こんな美しい声を発せられるのは、このクラスに、いやこの学院に一人しかいない。

　私と同じ名前を持つ、稲いな沢さわはなだ。




「確かく認にんしていただけますか？　書き終わりましたので」

　そっと彼女は久保賀に学級日誌を差し出した。

　日誌を受け取る久保賀の頰ほおは心なしか赤く染まっている。

　ぎこちない手つきでページをめくり、形だけ内容を確認して「ん、問題ないね」と、彼は口角を無理やりあげて笑顔を作ってみせた。

　それに応こたえるように、稲沢さんもうっすら笑みを浮うかべる。その瞬間、彼女の周りが黄こ金がね色いろに輝かがやく。

「では私はこれで失礼します、ごきげんよう」

「お、おう。気をつけてな」

　リッチ・ビッチ・パッチと話している時とは、明らかに違う。

　ぎこちなくて少年のような久保賀の態度。まぁ、そうなっちゃうのは無理ないよね。久保賀に初めて好感を抱いだきつつ、私は稲沢さんの後に続くようにこっそり教室を抜ぬけ出した。




　稲沢さんは全すべてが別格。異世界の人間だ。

　陶とう器きのように艶つややかな肌はだ。人工的な甘さとは違う、白しら百ゆ合りのような麗うるわしい香りが彼女からは漂ただよっている。二つに結ばれた艶やかな長い髪かみ、輪りん郭かくに声、大きなアーモンド型の瞳ひとみ。

　その全てが澄すみきっていて柔やわらかい。稲沢さんの全身から魅み力りよくがダダ漏もれになってビショビショに滴したたっている。彼女と同じ名前を持つ自分がおこがましく感じてしまうほどだ。




　別格なのは、その容姿だけではない。

　彼女の父、稲沢雄ゆう三ぞうは超ちよう大おお物もの政治家だ。

　文部科学省の高等教育うんぬんを管理するお偉えらいさんらしい。

　だが政治家を親に持つ生徒など、この学院には腐くさるほどいる。

　本当に凄すごいのは彼女の母親。稲沢雄三氏が婿むこ養よう子しとして嫁とついだ一族である。

　稲沢ホテルグループ、稲沢不動産、稲沢物産、稲沢銀行……

　それらグループの会長こそ、彼女のお爺じい様さま。つまり彼女は大だい財ざい閥ばつの孫まご娘むすめなのである。




　老舗旅館のリッチの一族など、比べ物にならないほどの超お金持ちだ。リッチは一度、稲沢さんをグループに引き込もうとしていたようだが、彼女はそれをやんわりと拒きよ否ひした。それ以来、彼女は誰とも群れる事なく、いつも一人である。だが、それは私のようなボッチとは全く違う。

　稲沢さんは、岸がん壁ぺきに咲さく孤こ高こうの花のように、気高く美しいんだ。




　そんな彼女と、実は一度だけ言葉を交わしたことがある。

　入学したばかりの昼休み。まだ出席番号順に机が並んでいた頃ころの話だ。




　　　　★☆★☆




　やっと昼休みか、今日も一日長いな……。

　そんな事をヌボーッと考えていた私は、お弁当箱を持ってサエない女子グループの輪に移動しようとしていた。その時である。私を悲劇が襲おそったのは。

　ここまでくれば、なんとなく予測もつくと思うけど、最後まで結果を伝えておく。

　私は教室の床ゆかに弁当の中身をぶちまけてしまったのだ。

　しかも、自分の靴くつ紐ひもを踏ふみつけて転てん倒とうという死ぬほどダサい転び方で。

　リッチ・ビッチは指をさして大笑い。それにつられてクラスメイト達はクスクスと小こ馬ば鹿かにしたように笑い出した。

　お弁当を囲んでいるグループのコ達が「大だい丈じよう夫ぶ？」と、掃そう除じ道具を持って駆かけつけてくれたが、その顔には明らかに「余計な面めん倒どうかけんじゃねぇよ」と、不満の色が滲にじみでていた。




　あぁ、最悪。死にたい。




　そう思った時だった。

「大丈夫、怪我はない？」

　天使のような声こわ音ねが頭上から降り注いだのは。

　あまりの事に「あれホントに私死んだ？」と、一いつ瞬しゆん錯さつ覚かくしてしまった程ほどだった。それほど稲沢はなが私なんかに声を掛かけるなんてありえない事態だったのだ。市位と稲沢は出席番号で前後だし、後ろの席に座る彼女と会話したって何も不思議ではない事は分かっている。

　でも、ここは普ふ通つうの学校ではない。聖アルテミス女学院だ。

　そして、彼女は『稲沢はな』なのだ。稲沢さんが声をかけてくれたと分かり、私の体は驚おどろきと興奮で震ふるえた。

「そんなにショックだったの？」

「へっ？」

「なら良い考えがあります」

　震える私を見て、彼女は私が弁当を落として悲しんでいると勘かん違ちがいしたようだった。自分が広げていた小さなランチボックス（私の物の約半分）からサンドウィッチを半分取りだし、ランチボックスの蓋ふたにのせた。稲沢さんの行動に教室がざわめく。

「お口に合うか分からないけど」

「そんな、貰もらえないよ」

「でもお腹なか空いてしまうでしょ？」

　弁当をぶちまけた恥はずかしさなど吹ふき飛んでしまうくらい、私はうろたえていた。

「たっ多分、まだ購こう買ばい部ぶ開いてるし」

「いいから、どうぞ」

　そう言って稲沢さんは弁当の蓋をグイと突つき出した。

「……ありがとう」

　彼女の好意を床にぶちまける訳にはいかないと、私は両手でしっかりとそれを受け取り、自分の席に再び腰こし掛かけた。周囲の視線を感じながら私はサンドウィッチを一切れ手に取り、ゆっくりと口に運んだ。

　これをサンドウィッチと呼ぶなら私が今まで食べていたものは一体なんだったのだろう？

　サンドウィッチの模造品？　まがい物か海かい賊ぞく版ばんか？

　そう思ってしまう程に想像を絶する美味うまさだった。

　ドライトマトが練り込まれたライ麦パンの香こうばしさと酸味。そこに塗ぬられた濃のう厚こうなバターと、粒つぶマスタードの心ここ地ち良い辛からみ。パンの間あいだに挟はさまれたシャキシャキと新しん鮮せんなレタスと、存在感のあるチェダーチーズに分厚いのに柔らかくジューシーなハム。

　程良く振ふられたブラックペッパー。

　その全てが見事に融ゆう合ごうされて口内に広がる。一ひと嚙かみする度たびに、暴力的な幸福が私を襲った。

　必死にサンドウィッチの味をしっかり舌に記き憶おくして、その後、何度か再現を試みたが、全く駄だ目め。あのサンドウィッチの足元にも及およばない出で来き損そこないしか作ることができなかった。

「随ずい分ぶん美味おいしそうに召めし上がるのね」

　無我夢中でサンドウィッチを頰ほお張ばる私を稲沢さんはずっと観察していたようだ。コロコロと笑いながら、彼女は鞄かばんから淡あわい緑色の箱を取りだした。

「良ければ、これもいかが？」

　箱の中には色とりどりのマカロンが宝石のように並んでいた。映画や雑誌では見た事があったけど、実物を手に取るのは初めてだった。

　だってマカロンって小さいくせにコンビニのシュークリームが三、四個は余よ裕ゆうで買えてしまうくらいの値段がするでしょ。

　コスパが悪すぎる。少なくとも高校一年生が箱買いする品物ではないはずだ。

「いいの？　もらって」

「遠えん慮りよなさらず、二個でも三個でも」

「……いただきます」

　恐おそる恐る私はマカロンに歯を立てた。

　サクッとした歯は触ざわりの後に柔やわらかで厚みのある生き地じと、ねっちりとしたクリームが混ざり合う。

　前言撤てつ回かい。いつか私もマカロンを箱買いして飽あきるまで食べまくってやろうと心に誓ちかった。

「ウマッ[image: ]」

　思わず言葉が漏もれた私に「でしょ、私の好物なの」と、稲沢さんは天使の微笑ほほえみを向けたのだった。

　そんな奇き跡せき的体験以降、残念ながら彼女が私に声を掛けてくる事はない。

　でも、そんな事はこの際どうでも良いのだ。重要なのは、彼女という存在が学院にいてくれること。同じ教室で学べているということだ。

　稲沢はなは、聖アルテミス女学院の鑑かがみなのだから。

[image: ]




　　　　★☆★☆




「完かん璧ぺきだよな、やっぱり」

　廊ろう下かの真ん中で独りごちてみる。なんだか、自分のことのように誇ほこらしく感じられた。

　名前が同じというくらいしか共通点はないけど。

　清せい掃そうの連れん絡らくが全校生徒に行き届いているようで、校舎内はシンと静まりかえっている。私は廊下の窓を開き、外の景色を眺ながめた。空は燃え上がるように橙だいだいに染まっていく。

「……夕日綺き麗れい」

　日が暮れるまで学校に残っているなんて初めてだった。

「こんな風に三年間過ぎてくのかな……」

　夕焼けに照らされて、自然と溜ため息いきが漏れる。

「女子高生って、つまんなすぎ」

　誰だれもいないのを良い事に、ポロポロと弱音が飛び出してしまう。このままだと涙なみだまで溢あふれ出てしまいそうなので、この綺麗な夕日を写真に収める事にした。

　鞄に手を突っ込み、四角い物体を探す。

　しかし、まさぐってもまさぐってもお目当ての物は姿を現さない。チャックを全開に開き、中を覗のぞきこむが、やはりスマホはどこにもない。

「……あっ」

　その瞬しゆん間かん、あの三つあみおさげ髪がみがフラッシュバックする。

　そうだ、机の中だ。委員長に号令を急せかされて咄とつ嗟さに机の中に押し込んだんだった。

　途と端たんにどうしようもないくらいの不安と心細さが私を襲おそう。

　クラクラしてしまうくらい面めん倒どう臭くさいが、スマホなしで休日を過ごす事はできない。

「……かったるい」

　私は踵きびすを返して、足早に教室へと急いだ。




　　　　★☆★☆




　幸運なことに教室の鍵かぎは開きっぱなしだった。

　こんな時ばかりはリッチ達のズボラさに感謝しないといけない。私は自分の机を覗きこむ。愛いとしのスマホちゃんはちゃんとそこで待っていてくれていた。

　無事救出に成功し、胸を撫なでおろして立ちあがると、窓の外に妙みような風景が広がっていた。

　私の教室からは校舎と体育館を繫つなぐ渡わたり廊下を一望することができる。

　そこに田篠先生は立っていた。

　先生なんだから、校舎内のどこにいようと何も不思議ではないんだけど。

　妙なのは、彼が右手に構えているものだ。

「……なに、あれ？」

　スマホをいじりまくってはいるが、視力は１・５。まずまず目は良いほうだ。でも、すぐには信じられなかった。

　教室から渡り廊下まで、それなりに距きよ離りはあるし、見み間ま違ちがいかも。そう思って、ゴシゴシと目を擦こすり、先生の姿を確かく認にんする。

　何度見返しても、田篠先生が手に持っているのは銀色に輝かがやく拳けん銃じゆうである。彼は引き金に指をかけ、銃を乱射している。




「モデルガン？」

　鈍にぶい射しや撃げき音おんが、微かすかに教室まで伝わってくる。

　学院内でモデルガン遊びに興じるのは、教師として許されない行こう為いだ。でも、彼の意外な面を覗き見してしまい、私は少し興奮していた。

　一体どんな顔をしてるんだろう。もっと近くで先生を眺めたい。

　自分の欲よつ求きゆうに勝てず、私は渡り廊下に向けて走り出した。

　先生、私が突とつ然ぜん声かけたらビックリするかな。これって二人だけの秘密ってやつかな。

　そんな事を考えているうちに、先生のいる渡り廊下が見えてきた。




　その時だった。


「きゃあ～～～っ[image: ]」



　悲鳴と、ほぼ同時に響ひびく銃撃音。その二つが私の耳を貫つらぬいた。やばい、何かがおかしい。

　異変を感じ取り、私の体が危険信号を発している。

　これ以上、前に進むな。私が知らなくていい光景が広がっていると。

　それでも、何故なぜか私の足は前に進むのをやめなかった。

　恐きよう怖ふに怯おびえながらも、それを超こえる好こう奇き心しんが私を動かしていた。一歩また一歩、私は渡り廊下に足を踏ふみ入れた。




　何が起きているか、全く理解できなかった。

　渡り廊下に転がっていたのは、赤いネクタイを身に着けた少女達だった。逃にげ惑まどう少女達に容よう赦しやする事なく、田篠先生が拳銃を向ける。

　再び響く銃声。

　悲鳴をあげ、呻うめき声をあげながら廊下に這はいつくばる女子に追い打ちをかけるように、彼は何度も発はつ砲ぽうする。やがて少女達はピクリとも動かなくなった。




　え、これってどういう事？　みんな、死んでるの？

　思わず悲鳴をあげそうになり、必死に両手で口をおさえる。

　革かわ靴ぐつの先で横たわる少女の頭を忌いま々いましそうに小こ突づき、先生は廊下を進んでいく。そこにいるのは、私の知っている先生ではなかった。

　早くここから逃げなきゃ。震ふるえる足で、ゆっくりと後ずさる。




　だが、神様は意地悪だ。

　あの昼休みの悲劇を、こんなタイミングで再現するなんて。自分の靴くつ紐ひもを踏みつけ、私の体は一いつ瞬しゆん、宙を舞まう。そして、その場に勢いよく尻しり餅もちをついた。

「……おやおや？」

　ゆっくりと田篠先生が振ふり返った。口元に笑えみを含ふくませて、いつもの優やさしげな眼まな差ざしで、しっかりと私を捕つかまえた。彼と目が合った瞬間、メデューサに睨にらまれたが如ごとく、私の体がビクとも動かなくなった。

　恐怖で息ができない。

　これがよく漫まん画がとかに出てくる殺気というものなんだろうか。

「随ずい分ぶん物好きな子がいたものだ」

　先生は横たわる少女達を踏みつけながら、私に近づいてくる。

「……ごめんなさい」

　思わず、謝罪の言葉が口に出る。田篠先生は、おかしそうに喉のどの奥をクククと鳴らす。

「何も謝る事はないですよ、好奇心のある子は好きです」

　先生は、いつものように前まえ髪がみをかきあげる。

　そして、今まで聞いた事のないような艶つややかな声で私に囁ささやいた。

「君も、感じたいんでしょ？」

「へっ？」

「楽しんで、経験した事のない新たな痛みを」

　田篠先生は私に銃口を向ける。そして、ためらいもなく引き金を引いた。

　銃声が轟とどろく。

　その瞬間、頰ほおに焼けるような痛みが走る。

　震える手で頰に触ふれると、瞬またたく間に真っ赤に染まっていった。右頰を銃じゆう弾だんがかすめたのだ。

「……ひぃっ！」

　一いつ拍ぱくおいて悲鳴を上げた私を無視して、田篠先生は足元に転がる少女を蹴けり飛ばす。少女に足をとられて、体がぶれて狙ねらいが外れたらしい。

「君はラッキーガールですね」

　その一言で、メデューサの呪じゆ縛ばくが解けて、全身がガタガタと震えあがる。

　逃げなきゃ、殺される。
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　私は先生に背を向けて、一目散に走り出した。





　ハッ、ハッ、ハッ、ハッッ……



　瞬く間に息が上がっていき、喉の奥が締しまっていく。

　怖こわい、胸が苦しい。

　運動ができたら帰宅部なんてやってないっつーの。

　運動不足と運動音おん痴ちを露ろ見けんさせながら必死に私は逃げた。





　ハッ、ハッ、ハッ、ハッ……




　死ぬ、死ぬ、死ぬ、死ぬ！




　ハッ、死ぬ、ハッハッ、死ぬ、ハッハッッ……






　恐怖と酸素不足がサンドウィッチされて私を襲おそう。

　呼吸するか怖がるかどっちかにしたいのに、体が言う事を聞かない。

　止まっちゃ駄だ目めだ、殺される。頭の中に浮うかぶ言葉はそれだけだった。

　頰の傷口に汗あせが流れ込みズキズキと痛む。私の弱々しい足音が、廊ろう下かに反はん響きようする。

　先生は追ってきてるのだろうか。

　背後を振り返りたい欲求をおさえて、階段を必死に駆かけ下りる。




　一階までいけば、目の前が下げ駄た箱ばこだ。

　校舎を出て、とにかく誰だれか助けを呼ぼう。

　それか、どこかに隠かくれて警察に電話しよう。

　うん、それだ。拳けん銃じゆう振ふり回す相手を近所のオジサンたちがどうこうできるわけないもんね。

　足がもつれて倒たおれそうになりながら、転がり落ちるように一階を目指す。

　だが、二階に降り立った私の目の前に、あるはずのない黒い壁かべが立ちふさがった。

　ドシンと思いきり壁に衝しよう突とつして、そのまま後ろに倒れ込む。

　本日、二度目の尻餅。今度は頭も打ちつけて、痛さ倍増だ。

「どわぁっ!?」と奇き声せいを発しながら、私は無様に床ゆかに転がった。

　なんで、こんなところに壁が？

　前方を見上げた私は自分の目を疑った。

　ぞわりと鳥とり肌はだがわきあがっていく。

「え、やだ、キモい」

　無意識に、そんな言葉が口からこぼれおちた。

　それは、壁などではなかった。

　揃そろいの黒い衣い装しように身を包んだ男達が私の行く手を塞ふさいでいたのだ。

　詰つめ襟えりのジャケットに細身のパンツ。腰こしには革かわのベルトが巻かれている。揃いの制せい帽ぼうを被かぶり、鼻から下はマスクで隠されていた。

　横一列に整列するその姿を見て、軍隊を想起するのは容易たやすい事だった。

　彼らの手には、田篠先生と同じ銀色の拳銃が握にぎられており、それは全すべて私に向けられていた。

「残念でしたね、逃げ切れなくて」

　いつからそこに立っていたのか、田篠先生が横たわる私を見下ろしていた。




「はい、ゲームオーバー」

　先生が再び、私に銃口を向ける。

　やっぱり死ぬんだ……諦あきらめが全身を包み、力が抜ぬけていく。

　パソコンの履り歴れき、消してくればよかったな。あと『お気に入り』。

　そんな阿あ呆ほうみたいな考えが頭をよぎっていく。

「……そう思っていましたけど、気が変わりました」

「へっ？」と、情けない声が漏もれた。

　私、助かるの？　そう思ったその時だった。





　バシュッ、バシュッ！






　私の下腹部めがけて、先生は二発の銃弾を撃うち込んだ。

　うわ……なに、こ、れ……。

　今まで味わった事のない痛みが全身をかけぬけていく。恐おそろしくて傷口を触さわる事も、蹲うずくまることも、泣なき叫さけぶこともできない。深ふか爪づめしただけでも痛い痛いと大おお騒さわぎの私にとって、この痛さは未知数すぎる。

　苦しい、やだ、やだ、やだ。こんなの、もう一秒も耐たえられない……。

　一気に血の気が引いて、やたら心臓の音が大きく聞こえる。

「脳天を狙わなかったこと、感謝してくださいね」

　先生なに言ってんの、意味、分かんないんだけど……。

　口の中がカラカラで、声にならない唸うなり声をあげることしかできない。

　私が苦しみながら死んでいくのを、楽しもうっていうの？

　鉛なまりのように重たい右みぎ腕うでを伸のばし、先生のズボンの裾すそを摑つかんだ。

「……お願い、殺して」

　こんな苦しみが続くなら、いっその事、早く楽になりたかった。

「先生、もう、許し、て」

　声を振ふり絞しぼって懇こん願がんするも、響ひびくのは銃声ではなく、先生のくぐもった笑い声だ。

「何言ってるんですか、まだゲームは始まってもいないのに」

　だんだんと視界がぼやけていく。

　先生は腰を屈かがめて、優やさしく私の頭を撫なぜた。

「まずはゆっくりお休みなさい」




　そこで意識は途と切ぎれた。
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　そして、私は檻おりの中で目を覚ました。

　咄とつ嗟さにお腹なかに手を当てると、制服は破れているものの傷口は消えている。

　たしかに二発、撃たれたはずなのに……

　私の思考を読んだように、田篠先生が口を開いた。

「気が変わったって言ったでしょ？　ゲームオーバーはまだ先です」

「……私、どうなっちゃうんですか？」

「心配しなくても、ちゃんと説明しますよ」

　前まえ髪がみをかきあげてから、先生は再び話し出す。

「その前に、皆さんを起こさないと」




　皆みなさん？




　私が聞き返すよりも早く、先生はパパンと両手を叩たたく。

　合図と同時に明かりが灯ともされる。あまりの眩まぶしさに思わず顔をしかめた。

　徐じよ々じよに目が慣れていき、視界が開けていく。

「なに、これ……」

　私を取り囲んでいたのは無数の檻。

　教室一いつ杯ぱいに設置された檻の中には、捕とらわれた少女達が横たわっていた。

　どの首にも聖アルテミス女学院の証あかしがぶら下がっている。




　私だけではなかったのだ、先生に捕らわれたのは。




　次々と少女達は目を覚まし、自分の置かれた状じよう況きように戸と惑まどい、やがて悲鳴をあげた。

　少女たちの声は折り重なり、教室に恐きよう怖ふが蔓まん延えんしていく。

「おやおや騒さわがしいですね」

　悲鳴に酔よいしれているらしく、田篠先生の声は弾はずんでいる。

　先生は軽かろやかに教きよう卓たくの前に立った。




「ごきげんよう、みなさん」

　いつもと、全く変わらない笑え顔がおがそこにはあった。
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「おやおや皆さん、どうしたのですか？」

　檻に閉じ込められた子達の視線が一いつ斉せいに教卓へと向けられる。

　見慣れた教師の顔を見て、教室内の悲鳴が徐々にざわめきに変わっていった。田篠先生はキョトンとして私達の顔を見まわしている。

「私がここに立ったら揃そろって挨あい拶さつのはずでしょ？」

　その問いに答える人は誰だれもいない。

　やれやれといった様子で、先生は首を横に振ふってみせた。

「まだ寝ねぼけてるみたいですね」

「……なんなんスか？」

　背後から声があがる。

　その舌ったらずな甘い声には聞き覚えがあった。ゆっくりと振りかえると、そこに見えたのは頭に大きなリボンをのっけた小こ柄がらな少女。

　ビッチこと、瀬繹マイカだった。




「全然意味分かんないんスけど、ねぇ？」

　ビッチは同意を求めるように両りよう隣どなりを見やった。

　そこにはリッチとパッチの姿がある。ビッチに同意するように、リッチは不安そうに頷うなずく。

「突とつ然ぜん黒ずくめの男に襲おそわれるし、目覚めたら檻の中だし」

　黒ずくめの男とは、さっき階段で私の行く手を塞ふさいだ奴やつらのことだろう。

　リッチは喋しやべりながらゆるふわパーマの髪かみを指先に絡からめては外しを繰くり返す。

「とにかく、ここから出たいかな……とりあえず」

　田篠先生がアイツらの仲間と知っているのかいないのか彼女達の態度は反はん抗こう的で攻こう撃げき的だ。

　舐なめられてたまるかと、精せい一いつ杯ぱい強がっているようにもみえる。

「……これは何かのイベントですか？」

　パッチの発言を、ビッチは鼻で笑う。

「イベントって、今いま更さら新入生歓かん迎げい会かいっスか？」

「だとしても、これはやりすぎっしょ？」

　三人の会話を聞いて、ここにいる生徒達が全員一年生であると気づいた。

　部活にも入っていないし、ご存じの通り友達も少ないので全員の顔と名前は一いつ致ちしないけど。たしかに見覚えのある顔がチラホラといる。

　リッチ達が声をあげた事をきっかけに周囲からも次々と声があがった。

　田篠先生は黙だまってそれを聞いている。何も言葉を発さない彼に、ビッチは苛いら立だちを募つのらせていった。

「さっさと説明してくれないっスかね？」

「ならば、まずは挨拶から始めましょう」

　ビッチの顔が不快そうに歪ゆがんだ。

「はっ？」

「何事も最初が肝かん心じんですからね、号令をかけましょうか」

「え、マイカ達の話聞いてたっスか？」

　田篠先生はビッチを無視して、人差し指を空で動かす。

　コンビニでおにぎりを選ぶ時みたいに「まぁ、これでいいか」くらいのニュアンスで彼はある一点を指さして言った。

「ちょうどいい、委員長お願いします」

　田篠先生の人差し指がさされた先を追うと、そこにはお馴な染じみの三つあみおさげ髪がみがあった。私のほぼ真横の檻おりで、委員長は鉄てつ格ごう子しに貼はりついている。

「委員長？」

　名指しされても委員長は俯うつむいたままだ。恐きよう怖ふからなのか「むり、むり、むり」と繰り返してばかりで動こうとしない。

「仕方ないですね……」

　今度は迷うことなく、先生は指をさし直して言った。

「では市位さん」

　……え、私？

「聞こえてますか、市位ハナさん？」

「はい！」

　突然、名前を呼ばれて思わず大きな声が出てしまった。ビッチや委員長の視線が私につきささる。

「良い返事ですね」

　先生は前まえ髪がみをかきあげながら、微笑ほほえんだ。

「委員長の代わり、いいですか？」

「あっ、えっと……」

「号令、お願いします」

　彼の眼光が一いつ瞬しゆん鋭するどくなった。体がゾワリと震ふるえる。

　私に拳けん銃じゆうを向けた時と、おんなじだ。

　とても断れる状態ではない。

「……起立」

　声が小さすぎたのか、周囲の反応がない。

　こんな大勢に向けて喋った事がないから、どれだけ声を張っていいか分からない。

「起立[image: ]」

　再び声をあげるも、反応は薄うすい。

　檻の中の少女達は、互たがいに顔を見合わせて様子を窺うかがっている。

「……気をつけ」

　号令を続けながら委員長を見ると、あろうことか彼女は目線を合わせないように、私に背を向けているではないか。

　もうヤダ、お前、マジ死ねよ。

　誰のせいでこんな目にあってると思ってんの!?

　そう罵ののしってやりたいのに……。

　私の口から飛びでたのは「……礼」というたった一言だけだった。

　ちらほらと聞こえてくる「ごきげんよう」の声。

　いつものハーモニーは起こる事はなく、虚むなしさが胸に込みあげてくる。

　一体何人が礼をしてくれたのか、現実を知るのが怖こわくて私は床ゆかの木目をしばらく見つめていた。

「……着席」

「あぁ、着席はしてもしなくても構いませんよ」

　田篠先生はそう言うと、私に向かって「ありがとう、市位さん」と爽さわやかな微び笑しようを向けた。拳銃でお腹なかを二発も撃うたれた相手なのに、ほんのちょっとだけカッコイイと思ってしまった自分が悔くやしい。

「さて、どこからお話しましょうね」

「あの、先生……」

　そう声をあげたのはリッチだった。

　彼女は飽あきもせず髪をクルクルと指に絡め続けている。

「勝手な私語はいけませんよ？　発言の前には、まず挙手を」

　戸と惑まどいつつも、リッチは手をあげる。その爪つめ先さきは綺き麗れいに整えられて、シンプルなフレンチネイルが施ほどこされている。

　派手なスタイルを好むリッチにしては、淡あわいピンクと白という地味な色いろ遣づかいだ。

　生活指導に気づかれないよう工く夫ふうしてるんだろう。天パの噓うそと同じくらいバレバレだと思うけど。短い丸まる爪づめでネイルとは無む縁えんの私には関係ないテクニックだ。

「はい、城野さん」

「話す前に、まず檻から出してもらえませんか？」

「残念ですが、それはできません」

「はっ？　なんでッスか？」

　すかさず嚙かみつくビッチに対して、先生は顔色一つ変えずに言った。




「そこが君ら程度のクソガキにお似合いの場所だからです」




　教室がシンと静まりかえる。

　目の前に立っているのは、私達の知っている田篠先生ではない。その事にようやく周囲は気づき始めたようだった。

「あと、発言する前に挙手をすること。同じ事を何度も言わせないでください」

　教きよう壇だんを降りた田篠先生の背広がヒラリとめくれる。

　露あらわになったのは、肩かたから下がるガンホルダー。よくドラマとかでＳＰとかが着けているアレだ。そこにはあの、銀色の拳銃が収められている。彼は背広の裾すそを直しながら、ビッチの檻の前に歩み出ていく。

「……それと、そのふざけた口のきき方を改めるように。『なんとかッス』というのは敬語でも丁てい寧ねい語でもなんでもないということ……さすがにその小さな脳みそでも理解できるでしょ？」

　あんぐりと口を開けたままビッチは固まっている。




　え、今なんておっしゃいました？

　聖アルテミス女学院の私達に向かって『クソガキ』『単たん細さい胞ぼう』ですって？




　ここにいる生徒全員がそう思ったに違ちがいない。そんな私達の考えを先生は易やす々やすと見み透すかしてみせる。

「たしかに君達は受験戦争を勝ち抜ぬき、聖アルテミス女学院の椅い子すを手にしました。世間的にみれば諸君は成績優ゆう秀しゆう、将来有望、品格が漂ただよう金の卵です。それを否定する気などありません」

　田篠先生は金の卵達を憐あわれむように眺ながめてから言った。

「しかし、金の卵が必ずしも孵ふ化かするとは限らない」

　ビッチの檻の前を離はなれて先生は再び歩き出す。彼は両手を広げて指先で鉄格子にトントントンと触ふれながら、一歩一歩前に出ていく。教室の奥へと進んでいく先生の背中を私は必死になって目で追った。

　彼は私達を諭さとす様に、ゆっくりと話を続けた。

「……雛ひなになれなければ、金だろうがメッキだろうが関係ない。ただ腐くさって悪あく臭しゆうを放つのみだ。そういう輩やからのタチが悪い所は、自分の悪臭に気づかない所です。『元・金の卵』であるという過去の栄光にすがりつき、素質もないのにリーダーを気取って社会をぶち壊こわす……それが、ここの生徒の大半が辿たどる末路です」

　檻おりの間を移動していた先生の足取りがピタリと止まる。

「あと数年で社会のゴミと化す人間、いや人と呼ぶのもおこがましいですね……社会のゴミと化す犬いぬ畜ちく生しようを鉄てつ格ごう子しの中に入れて何が悪いのです？　君達は動物園にいる獣けものたちと何も変わりはない。そこ以上にお似合いの場所があるというならば教えていただきたいものですね」

　先生、さっきから何をペラペラと喋しやべっているの？

　さっぱり分からない。脳みそが深く考える事を拒きよ絶ぜつし続けている。

　私は感じていた。

　今まで目を背そむけてきた恐きよう怖ふが、じわじわと体を蝕むしばんでいくのを……。

「あの……」

　沈ちん黙もくを破るように、教室のどこかから声があがる。

　その途と端たん、周囲がざわめき「やめなよ、紙し祖そさん」「黙だまってたほうがいいって」と発言を窘たしなめる声が響ひびいた。私の檻からは姿を見ることはできなかったが、その名字には聞き覚えがあった。




　陸上部のスター選手、紙祖くるす。

　たしかスポーツ推すい薦せんでこの学院に入ったエリートアスリート。

　年を重ねる毎ごとに日本記録を塗ぬり替かえ続けているとかで、走る為ために生まれてきたといっても過言ではない。甘いルックスとベリーショート・長身というマニッシュな雰ふん囲い気きから、宝塚男役トップスター並みの人気を誇ほこる。さっきから彼女を必死に止めているのは、紙祖さんのファンか陸上部の仲間だろう。

「やめる必要はありませんよ」

　先生は、紙祖さんの取り巻きを窘めた。

「彼女はきちんと挙手をして話しています、さぁ続けて……」

「……ジブン達が檻にいれられた理由は、とりあえず分かりました」

　紙祖さんの声は、稲沢はなとは違うタイプの美しさがある。

　麗うるわしいボーイソプラノ。小学校の頃ころ、密ひそかに憧あこがれていた二つ上の男子の声にちょっと似ている。

「ですので、話の続きをお願いします……これからジブン達はどうなるんですか？」

「良い質問です」

　先生は紙祖さんに向けて、賞賛の拍はく手しゆを送る。

「これから君達には高度育成プロジェクトに参加していただきます」




　高度育成プロジェクト？




「さきほど話した通り、君たちの大半は近い将来、腐った卵と化すでしょう。なのに教師は、金の卵を育てるのに必要な情熱と誠意を、生徒全員に注がなくてはならない。それは、あまりにも非生産的すぎる。だったら早々に見み極きわめてしまおう。いずれ社会を背負っていく優秀な人材と、家か畜ちく以下のゴミクズをね」

　とんでもないことを言っているのに、彼の口ぶりはホームルームの時と何も変わらない。

　穏おだやかで聞いていて驚おどろくほどに心ここ地ち良いのだ。青ざめた私達の顔を、先生は眺めまわして喉のどの奥を鳴らす。

「そんなに怯おびえる必要はありませんよ。要は課されたミッションをクリアして、プログラムを修しゆう了りようすればいい」

　パッチが恐おそる恐る挙手をする。

「それさえ終えれば、ウチらは家に帰れるんですか？」

「えぇ、もちろんです……ただそれだけの事です。君達が金の卵であればそれくらい簡単な事でしょう？」

　田篠先生が頷うなずいた、その時だった。




「……ふざけんじゃないわよ！」

　甲かん高だかい怒ど鳴なり声が隣となりから聞こえてきたのは。

　それが委員長の発したものだと理解するのに、しばらく時間がかかった。

「委員長、発言する際は挙手を……」

「いいから早くここから出しなさいよ！」

　先生を制して、彼女は叫さけぶように言葉を吐はき捨て続ける。

「高度育成プロジェクトか何か知らないけど悪あく趣しゆ味みな遊びに私を巻き込まないで！　どういう教育理念をもってようが勝手だけど、それを押しつけんなっ！」

　委員長は鉄格子を両手で摑つかみ、激しくゆすった。

　長い三つあみおさげ髪が彼女の肩かたの上で荒あら々あらしく跳はね返る。

　髪かみの先まで使って、彼女は怒いかりのパワーを放出していく。

「私たちが腐った卵ですって？　教師ごときがそんなこと判断しないでよ！　私たちがどれだけ苦労して中学時代を無む駄だにして、この学院に入学したのか知りもしないくせに……入学してからだってね、委員長に立候補してポジション作ったり、一いつ緒しよにいるグループを必死で探したり闘たたかってきてんだよ……なのに、なんでこんな目に遭あわなきゃいけないのよ。なんにも悪い事なんてしてないのに！」

　委員長は言葉を吐ききると、ずるずると鉄格子を摑んだまま、しゃがみこんだ。

　彼女の言葉全てが自分と重なっていく。

　なんだ、このコも私と一緒だったんだ。

　中学時代を全すべて捧ささげて必死に勉強して、やっとの事で学院に入学したのは。

　口うるさくて、いつも眉み間けんにシワよせて怖こわい顔してる優等生なんかじゃなかったんだ。

　急に芽生えた親近感。

　私と違ちがって頑がん張ばって教室内のポジションを作ろうともがいていた事への尊敬。

　もっと早く知っていたら、号令の度たびに睨にらまれるだけの関係じゃなかったかもしれない。

　もしかしたら友達になって、意外と気なんてあっちゃっていたかもしれない。

　そんな事を思って、思わず顔が緩ゆるんだ。




「挙手をしろ、そう言いましたよね？」

　話を黙って聞いていた先生が確かく認にんするように尋たずねる。




「え？」と、委員長が顔をあげたのと、ほぼ同時だった。

　銃じゆう声せいと共に彼女がのけ反ったのは。

　眉間を撃うたれた委員長は、そのまま床ゆかへと崩くずれ落ちて、動かなくなった。

「ルールを守れない悪い子は嫌きらいです」

　先生はガンホルダーに銃を戻もどして、背広の乱れを正した。




「……ふ、ふぎゃあ！」

　最初に声をあげたのはビッチだった。

　あまりにも先生の一連の動きが自然すぎて、悲鳴をあげることすら、みんな忘れていたのだ。ワンテンポ遅おくれて教室の至る所から恐きよう怖ふの叫びが湧わきあがる。

　私は茫ぼう然ぜんと隣の檻おりを眺ながめていた。

　グッタリと横たわる委員長の顔が、鉄てつ格ごう子し越ごしにこちらを見つめている。何が起こったのか分からない、そんな顔をしたまま目を見開いて、息絶えている。

　眉間の傷口から血は出ていない。焼け焦こげたような小さな点があるだけだ。真っ赤な血の代わりに、二本の長い三つあみが床に広がっていた。

　レーザーのような光が委員長を貫つらぬくのを、私はこの目で確認した。

　レーザー銃って漫まん画がの世界だけに出てくるものじゃなかったんだ。そんな事を考えていたら、急に涙なみだがこぼれおちた。

　委員長と仲良くなることはもう叶かなわない。

　私もあなたと一緒、必死に勉強して中学無駄にしちゃった系なんだよ。

　しかも補欠合格だし。そう笑って伝える事も、もうできない。

　号令の時、私に背を向けた委員長の姿がふと頭に浮うかぶ。

　あの時、委員長は田篠先生に必死に抵てい抗こうしていたのかもしれない。

　それなのに私は何も知らずに、あろうことか彼女に対して。

　もうヤダ、お前、マジ死ねよ、って……。

　そう、マジ死ねって心の中で叫んだんだ。

　そして、その数分後、委員長は本当に死んでしまった。

　彼女を殺したのが自分であるかのような感覚と言い様のない後こう悔かいに襲おそわれながら、私は涙を拭ぬぐった。

「ごめんなさい……」

　そう小さな声で呟つぶやく。

　もう決して伝わる事はないけど、どうしても口に出して委員長に言いたかったのだ。

　田篠先生は、委員長の檻に背を向けると教きよう卓たくの前に再び戻っていった。

　いつもの定位置に立つと、ざわめきを収めるかのように彼は拳こぶしを教卓に叩たたきつける。ビクリと少女たちの肩が震ふるえ、そして再び教室は静けさを取り戻した。

「これは私の持論ですが……」

　先生は笑えみを絶やす事なく、再び語り始めた。

「一ひと握にぎりの有能な指導者さえいれば、その他ほかの者は中ちゆう途と半はん端ぱに知識やプライドを持つべきではないと考えています。そんな逸いつ材ざいが一人でも育てばいい。あとは指導者の命令で動く従順なる家か畜ちくであれ……高度育成プロジェクトを修了し、腐くさった卵ではないと証明するまでは、君達は家畜候補。人間扱あつかいする気など毛頭ございません」

　そう言って、彼は両手を叩いた。

　合図を待っていたかのように教室の扉とびらが勢いよく開く。整列をして入ってきたのは、さきほどの黒ずくめの男たちだった。

「私と、ここにいる『飼育員』の命令には絶対服従。少しでも反はん抗こう的態度、不必要な行動をした者には……」

　飼育員と呼ばれる男達は檻を取り囲み一いつ斉せいに私達に銃を構える。

「プロジェクト修了を待たずに、その場で然しかるべき処置を取らせていただきます……分かりましたね？」

　恐怖に支配された私達は「はい」と素す直なおに返事をする。

　タイミングをはかった訳でもないのに、それは綺き麗れいに重なった。

「よろしい、では早さつ速そく始めましょう……高度育成プロジェクト『黄金卵の就ジヨブ職ハンテ活イング動ゲーム』を」

　黄金卵の就ジヨブ職ハンテ活イング動ゲーム……。

　それがプロジェクトの名前らしい。

　ふざけてる、色々と。

　先生は自らが発した言葉に、クスリと笑ってみせた。

「おかしいでしょ？　金の卵への適性を測るプロジェクトを就職活動になぞらえる所とか、とりあえずゲームと言っておけば子供が喜ぶと思ってるのが丸分かりな所とか」

　その意見には１００％同意する。

　けれど、ネーミングセンスを一緒に笑い飛ばせる余よ裕ゆうは私にはなかった。

　先生は前まえ髪がみをかきあげて、ふぅと息を吐いて飼育員を見やった。

　目の合った飼育員は頷うなずき機き敏びんな動きで移動すると、教室の明かりを消した。

　再び周囲は闇やみに包まれる。

　それと同時に教室の天てん井じように設置されたプロジェクターが黒板に向かい、光をさす。




　黒板に浮かび上がったのはＱＲコードであった。




「携けい帯たいからアクセスしてプロジェクト参加申しん請せいのページを開いてください。各自エントリーシートに入力をすること」

　プロジェクターの白い光に照らされながら先生は説明を続けた。

「今後、携帯を通じて指示を行いますので肌はだ身み離はなさず持ち歩くように。まぁいつも通りに携帯に齧かじりついておけという事です。ちなみに外部とは連れん絡らくは一いつ切さい取れないようになっています。お試ためしになるのは勝手ですが時間の無む駄だですよ……今あなた方がいるのは現実世界であって現実世界ではない。社会から完全に隔かく離りされた場所なのです」




　先生は背広の袖そでを少し捲まくり、腕うで時ど計けいを確認した。

「時間は……三分あれば充じゆう分ぶんですね。ではエントリーシート入力、始めてください」

　その瞬しゆん間かん、檻の中の生徒達がざわめいた。

　試験開始のベルが鳴って、一いつ斉せいに試験問題をめくられる時に似た、張りつめた緊きん張ちようとシンクロ感が、そこにはあった。

　余計な動きをしている暇ひまはない。時間は、たった百八十秒しかないのだ。

　私も慌あわててポケットをまさぐってスマホを取りだしてバーコードリーダーを起動させる。

　カメラを黒板に向けるが、遠いのか読み取ってくれない。

　一気に体から汗あせが噴ふき出して「え、やだやだやだ」と、勝手に声が漏もれる。

　頭が真っ白になりパニックで視界が揺ゆれだす。

「落ちつけ落ちつけ」と自分に言い聞かせながら、私は出来る限り檻から手を伸のばした。

　ふるふる震える腕うでを押さえつけながら再びＱＲコードにカメラを向けた。

　ピピッ。

　短い電子音をあげたスマホ画面にサイトアドレスが表示される。伸ばした腕をひっこめて、私はサイトに飛んだ。シンプルな白いページに学生番号と名前を入力する欄らんが浮かび上がり、すぐさま入力を済ます。

「エントリー完かん了りよう」というアナウンスと共に、自動的にページは閉じられた。

　体から力が抜ぬけて安あん堵どの吐と息いきがこぼれた。

　ふとスマホの画面をチェックすると、エントリー開始から一分程度しか経過していない。

　スマホから顔をあげると、まだほとんどの生徒が檻おりから手を伸ばしてＱＲコードを読み込もうと必死になっている段階であった。

　なんだ、そこまで焦あせる必要なかったのか。

　そう思っているうちに「エントリー完了」というアナウンスが部屋のいたる所から聞こえ出した。みんなが順々にエントリーを済ませているようである。

　ほっと一安心してスマホをポケットにしまおうとしたその時だった。

　私の耳に飛び込んできたのである。

　華はなやかに色づいて空気に溶とける、あの美声が。

「先生、よろしいでしょうか？」

　まさか、と思った。

　鉄てつ格ごう子しに貼はりついて、声がした方向に顔を向ける。

『まさか』が『やっぱり』に変わった。

　私が彼女の声を聞き間ま違ちがえるはずがないのである。

　そこには右手をすっと空に伸ばす稲沢はなの姿があった。




　どうして今まで気がつかなかったのだろう。

　彼女は委員長の隣となり、つまり私の隣の隣の檻にいた。

　背筋をピンと伸ばして正座をしている。プロジェクターから出ている微かすかな光に照らされているだけで、はっきりとその表情を読み取る事はできない。だがその佇たたずまい、乱れの無い制服、涙なみだが一いつ滴てきも流れていないと思われる乾かわいた頰ほおから想像するに、彼女は目を覚ましてから今まで泣なき叫さけぶ事も慌てふためく事もなく、じっとその場に座っていたのだろう。




　田篠先生は教きよう壇だんから降りると、稲沢さんの前に赴おもむく。

「なんでしょう、稲沢さん」

「携帯を所持していない場合はどうすればよいでしょうか？」

　携帯を所持してない……って、どういう事？

「おやおや家に忘れてしまったのですか？」

「いえ言葉の通り、携帯というものを持っていないのです。今まで必要と思った事がなかったものですから」

　私は「え!?」と、思わず声をあげてしまい、さっと両手で口を押さえた。

　携帯持った事ないって、噓うそでしょ？

　今の時代、小学生だって持ってるのに……。

　戸と惑まどいながらも、私は奇き妙みような感動を覚えていた。

　稲沢さんって、やっぱ半はん端ぱない！

　正しよう真しん正しよう銘めいの聖アルテミス女学院の生徒。骨の髄ずいまでお嬢じよう様さまなんだ。

「それは困りましたね」

　口では「困った」と言いつつも、先生は顔色ひとつ変えずに彼女に拳けん銃じゆうをむけた。それを見た飼育員達も同じように拳銃を構える。

「エントリーできないという事は、ここでゲームオーバーです」

　鉄格子の中まで腕を伸ばし、先生は彼女の額に拳銃を押し付ける。

　稲沢さんは黙だまったまま目の前の男を見つめていた。

　耳の横に心臓があるみたいに、やたら鼓こ動どうが大きく聞こえる。

　胸が締しめ付けられて、口の中の水分が奪うばわれていった。




　稲沢はなが、今殺されようとしている。

　そんなの絶対おかしい。先生は彼女まで腐くさった卵だって言うの？

　仰のけ反って倒たおれていく委員長の姿が蘇よみがえる。

　記き憶おくの中の彼女が問う。「このままでいいの？」って、眉み間けんにシワを作りながら。

　その瞬間、急に頭の中がクリアになるのを、私は感じた。

　そうだよ、いいワケないじゃん。稲沢さんを助けなきゃ！




「……待って！」

　私は勢いよく手を挙げた。

　体内にストックされていた十六年分の勇気を振ふり絞しぼって。

「待ってください、先生！」

「なんでしょうか、市位さん」

　そう言う田篠先生は稲沢さんから視線を外さず、銃も構えたままである。

　銃口を突つき付けられている稲沢さんは目線だけを私に向けた。

「お願いだから、そのまま……稲沢さんを撃うたないでください」

　喉のどがカラカラで声がかすれる。うまく舌も回らない。

　田篠先生は心外だと言わんばかりに、深い溜ため息いきをついた。

「私だって、好きでこのような事をしてるんじゃないんですよ？」

「分かっています……あの、彼女がエントリーできればいいんですよね？」

「その通りです」

「じゃあ、あの……私の携けい帯たい使ってください！」

　私はポケットから携帯を取りだした。

　スマホじゃなくて、長年愛用しているガラケーのほうである。

　今日ほど、携帯二台持ちをさせてくれた両親に感謝したことはない。

　田篠先生はやっと稲沢さんから視線を外した。

　そして私のガラケーを見て「ほぉ」と、面おも白しろそうに口元を緩ゆるませた。

「本人の携帯じゃなくてもいいんですよね？」

「えぇ、そういったルールはありません」

「なら、これを彼女に渡わたしてください！」

「それはいいですが……残り時間が」

　ハッとして、私はスマホの画面を見た。残り時間が一分切っている。

　私はガラケーのバーコードリーダーを起動させながら叫んだ。

「稲沢さん！」

　45、44、43、42……と、残り時間は減っていく。

「時間がないから、エントリーこっちでやっちゃっていいかな!?」

　そう言いながら鉄格子から腕うでを伸のばしてＱＲコードを読み込む。

「……助かります」

　彼女は私に向かって優ゆう雅がに頭をさげた。

「私、全然知らないんです。携帯の操作方法」

　ピロロンと、スマホとは違ちがうＱＲコード読み取り音が響ひびく。

「うん、分かった！」





　30、29、28、27……






　頭の中でカウントダウンをしながら、私はガラケーの十字キーを動かしサイトにアクセスする。スマホに比べると、かなり動作が遅おそい。
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　22、21、20、19……






　やっと繫つながったサイトに彼女の名前を入力していく。





　14、13、12、11……






　出席番号が前後で良かった。

　自分の学生番号に＋１をしたものを続けて私は打ちこみ、エントリーボタンを押した。

　新しいページが読み込まれていく。







　あとは、あのアナウンスさえ聞こえればいい。

　しかしガラケーはウンともスンとも言わない。もしかして私、打ち間ま違ちがえたのだろうか。だからエラーになってるとか？





　７、６、５……






　なかなか読み込まれないページに焦あせりばかりが募つのる。

　ここまできて結局、私は彼女を救えないの？

　震ふるえる手でガラケーを握にぎり、私は祈いのるようにカウントを続けた。





　４、３、２……












「エントリー完かん了りよう」

　焦じらしに焦らした後で、ガラケーから機械音が響いた。

　間にあったん、だよね？

　二台の携帯をポケットにしまってから「ハァァ……」と両肺から空気を吐はきだす。

　そして私は床ゆかに蹲うずくまった。緊きん張ちようで強こわ張ばった両手をグーチョキパーと、ゆっくり動かしてほぐしていると「ありがとう」と、あの美声が響いた。

　私はすぐに顔をあげる。稲沢さんの顔にも安あん堵どの色が滲にじんでいた。

　気のきいた返事が思いつかなくて無理やり笑え顔がおを作ると、天使のスマイルがすぐにかえってくる。稲沢さんの笑顔にはベホイミ的な癒いやし効果が確実にあると思う。

　鉄てつ格ごう子し越ごしに微笑ほほえみあっている私達を邪じや魔まするように、田篠先生が檻おりの前に立ちふさがる。

「お見事でした、市位さん」

　再び教室の明かりが灯ともされる。

　先生は眩まぶしそうに顔を歪ゆがめながら、またクククと喉の奥を鳴らした。

「アナタのおかげで三十九人全員のエントリーが完了しました。それに良いものを見させていただきましたよ。これほど手に汗あせにぎる三分間は初めてでしたよ」

　先生がわざとらしく語る中、飼育員達は委員長が入れられた檻を取り囲んだ。

　彼らは鉄格子をむんずと摑つかむと檻を持ちあげる。

「委員長が脱だつ落らくしてしまったのは、残念でしたが……さぁ、みなさん彼女にお別れをしましょう」

　田篠先生は委員長に向かって手を合わせた。彼女に手をかけたのは先生なのに、何が残念だ。祈りをささげるポーズを取っているが、結局のところ、委員長の姿を生徒達に再度見せつけたいのだろう。

　反はん抗こうした者の末路を、警告を込めて。

　委員長の檻が私に近づく。私は鉄格子から勢いよく手を伸ばした。

　すぐさま飼育員の一人にギロリと睨にらまれ、思いっきり手首を摑まれる。

　飼育員の爪つめが食い込み、手首に激痛が走った。

「目を、閉じさせてあげたいだけです」

　痛みに耐たえながら訴うつたえると、飼育員は確かく認にんをとるように田篠先生と視線を交かわした。

　先生がコクリと頷うなずいた事で、やっと飼育員は浅黒く骨ばった手を緩める。

　摑まれた手首は赤黒く色が変わっていた。

　すぐにそれはアザに変わるだろう。

　飼育員に怒いかりを覚えながら、委員長に向かって手を伸ばす。

　まだ体温の残る委員長の顔に触ふれてから、私は彼女の瞼まぶたを閉じさせた。

「……もういいだろう」

　飼育員に再び腕を摑まれそうになって檻から手をひっこめる。

　私と目を合わせる事もないまま、先ほどの男は檻を抱かかえて仲間たちと外へと出ていった。




　あの檻はどこに運ばれるんだろう。

　委員長の遺体はどうなってしまうんだろう。




　そういった疑問を一いつ切さい受け付けないと言わんばかりに、突とつ然ぜん左右のポケットが震え出す。

　スマホとガラケーが振しん動どうしているのだ。どうやらみんなの携けい帯たいも同様に振動しているようである。

「……いよいよですね」

　ウットリと瞳ひとみを輝かがやかせた田篠先生が言った。




「さぁ、就職活動開始です」









面接不採用者　一名

金の卵　残り三十九個
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「さぁ、早くチェックして……」

　ほくそ笑んだ田篠先生は私達に携帯を見るように促うながした。

　言われるがままスマホを取りだす。既すでに画面は新たなものに切り替かわっていた。








『第一面接のご案内』









　ページには、そんな文字が表示されている。










　さっき先生が言っていたように、このプロジェクトは就職活動になぞらえて行われるらしい。

　悪あく趣しゆ味みというか、このプロジェクトを考えた人間（おそらくドヤ顔）のセンスを疑う。




　文字の下には線が引かれている。

　文字自体にリンクが貼はられており、ボタンの役割をしているようだ。







　恐おそる恐る文字にタッチすると『第一面接のご案内』の下に新たな文章が浮うかび上がった。

　私は画面をゆっくりスクロールさせながら、案内に目を通した。











『第一面接のご案内




『黄金卵の就ジヨブ職ハンテ活イング動ゲーム』に参加中である金の卵候補の皆みなさまへ。

　第一面接を今から一時間後に開かい催さいいたします。

　如い何かなる理由があろうとも遅ち刻こくは許されません。遅刻・欠席した場合は面接を辞退したものとみなします。面接会場は次の五つのうち、いずれかです。




　１、　　生徒会室

　２、　　音楽室

　３、　　二年一組

　４、　　体育館

　５、　　屋上




　正しい面接会場が分かった方は、こちら（解答権は一人につき一回まで）

　ヒントを利用する場合は、こちら（一人につき一度まで）をクリックしてください』






　一時間の間に面接会場はどこか探しだせばいい、ってことかな？

　いくら校内が広いとはいえ、さすがに一時間もかからないだろう。




　どんな事を要求されるのか、ハラハラしていたけど、これならばノロマな私でも、何とかなりそう。

　委員長の檻おりが無くなり障害物がなくなった事で、まっすぐ稲沢さんの姿を捉とらえることができるようになった。

　携けい帯たいを持っていない彼女は今何が起きているのか把は握あくできていないだろう。




　しかし動じる様子はない。

　稲沢さんは足を崩くずすことなく端たん座ざを続けていた。

　長いツインテールの先が床ゆかにつくかつかないかの所で揺ゆれている。




　檻を出たら真っ先に今起こっている事を説明してあげなきゃ。

　それと携帯の操作方法もね。

「読み終わったようですね、皆さん、内容は理解できましたか？」

　田篠先生の問いに「はい」と私達は頷うなずいた。

「素す晴ばらしい」

　先生の口角が上がる。

「では幸運を祈いのります」

　そのまま教室から去っていこうとする先生をビッチが「ちょっと」と呼びとめた。

「どうしましたか、瀬繹さん」

「いや、今度こそ檻から出してほしいんス……ですけど」

「檻？」

「はい、これじゃ会場も探せないですし」

　続けて声をあげたリッチに賛同するように、パッチはコクリと相あい槌づちを打った。

「あぁ、私としたことが……」

　先生はワザとらしく手で顔をおおってみせる。恥はずかしさを表しているつもりなんだろう。どうやら先生に演技の才能はないらしい。くるりと踵きびすをかえして、彼は再び教きよう壇だんの前に立った。

「説明が足りていませんでしたね。君達が最初にクリアすべきプログラムは、会場にたどりつく事……なんかではありません」

　え、どういう事？

　だってさっきそうメールがきてたじゃない。

　教室中の視線が一いつ斉せいに彼に注がれる。

　先生は私達の反応をしばらく楽しんでから、やっと口を開いた。




「第一関門は、その檻から脱だつ出しゆつすることです」




　……何言ってんの、この人。

　どうやって檻から出ろっていうの？

　四方八方を見回しても、檻にはどこにも出口はないし鍵かぎ穴あなすら見当たらない。鉄てつ格ごう子しは女子高生の腕わん力りよくで曲げたり破は壊かいしたりできる代しろ物ものではない。

　目を覚ましてから一通りの脱出方法は挑ちよう戦せん済み。そしてどれも玉ぎよく砕さい済みなんですけど。




　もしかして最初から先生は私達を檻の外に出すつもりなんてなかったってことだろうか？

　再び教室内に絶望が立ちこめる。

「……無理だよ、脱出なんて」

　思わずそう呟つぶやくと、

「無理かは、最後まで説明を聞いてからにしましょうね」

　先生に幼い子供に言い聞かせるような口ぶりで窘たしなめられた。

「あ、すみません」

　条件反射で謝罪の言葉が口から出てしまう。

　すると背後のビッチから「ウザッ」という言葉と共に舌打ちが飛んできた。

　先生の態度に対してなのか、すぐ謝る私に対してなのか。

　確かく認にんのしようがないが、もし後者だったなら凹へこむ。

「なら、さっさと説明お願いできないッスか？」

　再び背後から苛いら立だった声があがる。

　感情的になり、ビッチの口調は「○○ッス」に戻もどってしまっている。

「そう急せかさないでください。まずは深呼吸でもして落ちついて」

「一時間しかないんスよ、マイカ達には！」

「大だい丈じよう夫ぶです、すぐ済む話ですから」

　田篠先生は楽しそうにクククと笑い、左の掌てのひらを私達に向けた。

「先ほどの案内に、正しい会場が分かった方はこちらという文章がありましたね。まず、こちらという文字をタッチしてみてください。ガラケーの人はクリックしてくださいね」

　左掌にひとさし指を添そえて、先生はポンポンと突ついてみせた。左手をスマホに見立てていた事に、私はようやく気付いた。

　彼に従って『こちら』に指で触ふれる。

　小さなウィンドウが開き、１から５までの数字が姿を現した。




「案内の中に選せん択たく肢しが記き載さいされていましたね。正しい面接会場だと思われるものの数字を選んでください。見事正解すると檻が開く仕組みとなっています。つまり面接会場が解除キーになっている訳です……『かいじょう』だけにね」




　先生は「ククク」と、自分の発言に笑っている。

　この人、ダジャレとかいうんだ……しかも死ぬほどつまらない。

「正解を入れれば檻が開く。しかし、不正解の場合は」

　説明の最中、突とつ如じよブッブーと機械音が響ひびいた。

「早さつ速そくボタンを押してくれた方がいたようですね。そういう勇ゆう猛もう果か敢かんなチャレンジ精神、先生嫌きらいじゃないですよ……残念ながら不正解ですが」

　すると、どこかの檻おりから「あの……」と、声があがった。

「間ま違ちがって押しちゃったみたいで……」

　画面に触れてしまって誤操作してしまうのはスマホあるあるだと思う。

　ＬＩＮＥのスタンプの押し間違いとかね。反応が鈍にぶいのもイラつくが敏びん感かんすぎるのも困ったもんだ。

「ごめんなさい、ワザとじゃないんです」

　少女の声は震ふるえている。田篠先生は「おやおや」と肩かたをすくめる。

「なんと、間違いでしたか。しかし不正解は不正解です」

　左手をスマホに見立てるのをやめて、彼は髪かみをかきあげると、

「……それでは、お願いします」

　そう言って、飼育員に向かって手をあげた。

　壁かべ伝いに教室を取り囲んでいた飼育員の中から四人が前に歩み出た。彼らは小走りに後方に置かれた檻へと駈かけ寄っていく。

　それがボタンを押し誤った子の檻であることは、間違いなかった。

　四人の男達は、素す早ばやく檻を取り囲む。そして同時に銃じゆうを構えた。

　……そんな、まさか。

　頭に浮うかんだ結末を否定したくて、私は首を横に振ふり続けた。

　勘かんの良い生徒達は既すでに少女の檻から目を背そむけている。

　四方を飼育員に塞ふさがれた少女は、自分の置かれた状じよう況きように気づき青ざめた。

「お願い、やめて……本当に間ま違ちがえただけなんです」

　少女は四人の男に向かって何度も命いのち乞ごいを繰くり返す。

「本当なんです、先生！」

　だが、その抵てい抗こうも虚むなしく飼育員達は一斉に引き金を引いた。




　無数の擦過音と、少女の悲鳴。

　それらがグチャグチャに混ざり合っていく。




　やがて銃声が消えて、ドサリと何かが崩くずれ落ちる音が響いた。残された生徒たちが短い悲鳴をあげたが、すぐにそれも収まり再び静けさが訪おとずれる。

　また一人、命が奪うばわれた。

　いとも簡単に散っていった。

　その死を悲しみたいのに、私は彼女の名前も知らないし、顔すら把は握あくできていない。

　言いようのない虚しさが私に襲おそいかかる。

　田篠先生と飼育員達への怒いかりで今にも押し潰つぶされそうだった。

「良かったですね瀬繹さん、無む駄だな説明が省けましたよ」

　時間短縮ですと、田篠先生はどこか得意げにしている。

　少女の死を悲しんでいる様子はみじんもない。

「分かりましたね、解答チャンスは一回ですから、慎しん重ちように」

　……不正解なら殺される。

　第一面接を受けることもないまま、この檻の中で。

「不正解の場合も安心してください」

　今度は右手を拳けん銃じゆうに見立てて、先生は指先をこめかみに押しあてる。

「今はデモンストレーションの為ために多めに発はつ砲ぽうしましたが、通常は飼育員が的確に急所を狙ねらって楽にしてくれますから」

　全くフォローになってないフォローをしながら、先生は「バンッ！」と銃を打つ真ま似ねをした。この数時間で、ボロボロと先生の化けの皮が剝はがれていく。

　私が知っている彼は、もうどこにもいない。

「結局、運だのみってことか」

　リッチはゆるふわパーマをくるくるといじり続けながら、つぶやいた。

「なんですか、城野さん」

「だって、そうじゃないですか。正解を引き当てる確率は五分の一。私達は神様が微笑ほほえんでくれるのを信じ、直感に従ってボタンを押すしかない……つまり、金の卵になるには『運』が必要。そういう事ですか？」

「……君には読解力というものがないのですか？」

「は？」

「狭せまい視野でお粗そ末まつな推理を披ひ露ろうするくらいなら、私の邪じや魔まをせずに最後まで説明を聞いた方がいいですよ。このやりとりこそ、時間の無駄ですからね」

　そう鼻で笑われて、リッチの顔が屈くつ辱じよくに染まる。

　先生は気を取り直したように、再び自らの手を携けい帯たいに見立てた。

「最後の文章に『ヒント』という文字があるのに、お気づきですか……そうなんです。みなさんには平等に一回ずつ、ヒントを得られる機会が与あたえられているんですよ」

　先生は「どうしてか分かりますか？」と、私達の顔を見まわした。




「言いかえてしまえば、このヒントはＬＯＶＥ。可愛かわいい教え子たちに贈る、私からのプレゼントなんですよ」







　何が可愛い教え子だ。

　普ふ通つう、先生は教え子の頭を撃うちぬいたり蜂はちの巣すにしたりしない。

　彼は掌てのひらを右人差し指でポンポンと叩たたく。

「では、また『こちら』という文字をタッチしてみましょう。くれぐれも押し間違いには注意ですよ」

　先生の指示に従い、私は画面を開いた。

　先ほど蜂の巣にされた少女の悲鳴が蘇よみがえり、指が震える。

　恐おそる恐る文字をタッチすると画面には、こんな文章が浮かび上がった。




「[image: ]という字は正解に入っていますか？」




　先生は説明を続ける。

「『あ』でも『ね』でも『ぴ』でも自由に選んでください。その一文字が正解の中に入っているかどうかを君達は一度だけ確かめることができます。入っていなければ×マークが、入っていれば、入っている数が画面に表示されます……どうです、これでもまだ『運だめし』だなんて馬ば鹿かげた事を言うつもりですか？」

「……でも」

　リッチは不満そうに口をとがらせる。

　言葉を選んでいるのか、いつもよりゆっくりと彼女は言葉を発した。




「でも……そんな、たった一文字の、ヒントなんて……」

　リッチの言う通りだ。

　得意げにヒントって言っておいて、一文字って？

　それじゃあ、何にもならない。運だめし以外のなにものでもないじゃんか。

「たった一文字？」

　田篠先生は、腐ふ海かいの森のように深くて重々しい溜ため息いきをついた。

「まぁ、そう思うならいいでしょう。ヒントを使うも使わないも、運にすがるも君達次し第だいです……市位さん」

　彼は私の名前を呼ぶと、その長い手をこちらに向けた。

「携帯を一台、こちらに渡わたしてください」

「え、でも……」

　先生は私の言葉を遮さえぎって話を続けた。

「二台の携帯があればヒントは二つに……つまり君はみんなより有利な立場にたってしまう。残念ですがそれを認める訳にはいきません。もう一台はきちんと稲沢はなにお渡ししますから」

　たしかにそう、先生の言う通りだ。

　自分だけ特別扱あつかいを受けたい訳じゃない。

　だけど……問題は稲沢さんだ。彼女はこれまで携帯を触さわった事がないんだから。

「さぁ早く携帯を渡してください」

「あの、先生」

「……なんです？」

「せめて稲沢さんに操作方法を教えてあげてもいいですか？」

　先生は、しばらく口を閉とざしていたが「素す晴ばらしい」と、私を褒ほめたたえるように手を叩いた。

「惻そく隠いんの情を忘れない市位さんに皆みなさんも拍はく手しゆを」

　まばらな拍手が教室に鳴り響ひびく。

「残念ながら檻おりから出してあげる事はできませんので……アナタ達」

　先生に呼ばれて、再び飼育員が動き出す。

　彼らが私の檻を取り囲んだ瞬しゆん間かん、ふわりと体が浮うき上がった。

　飼育員達は鉄てつ格ごう子しをむんずと摑つかんでいる。檻を持ち上げているのだ。

　祭りの御お神輿みこしって、きっとこんな感じなんだろうな。




　本当に御神輿だったらよかったのに。

　檻の中から見えるのが怯おびえた女子高生じゃなくて、出店と浴衣ゆかた美人とかだったらなぁ。

　現げん実じつ逃とう避ひをしている間に、私の檻はズシンと着地した。




　そこは稲沢さんの檻の隣となりだった。

「ごめんなさい、気をつかわせてしまって……」

　稲沢さんが、しゃなりと頭をさげた。

「そんな、全然気にしないでよ」

　彼女が動くと、長いツインテールが揺ゆれて良い匂においがする。

　完熟間近だけど、まだちょっと青い部分も残った果実のような……いつまでもずっと嗅かいでいたいような甘い香かおり……って、何変な事考えてるんだろう。稲沢さんの魅み力りよくにやられて変態みたいな事を考えてしまった。

　我に返った私は稲沢さんにガラケーを差し出した。

「とりあえず今必要なことだけ教えるね」

　文字入力方法、変へん換かん方法、十字キーの操作、決定ボタン……

　私の拙つたない説明を瞬しゆん時じに理解して、彼女は携帯の操作方法をマスターしていった。一を聞いて十を知るって、こういうことなんだろうな。さすが稲沢さんだ。彼女は『第一面接の案内』をまじまじと眺ながめて、全すべてを把は握あくしたようだった。

「なにか分からない事ある？」

「いえ大だい丈じよう夫ぶです。色々とご親切にありがとうございます、ハナさん」




　……ハナさん、あ、それって私のこと？




「……名前で呼んではいけませんか？」

「いいんだけどさ……」

　名前で呼ばれるのって、なんかこそばゆいんだよね。

　小学校のころから名字でばっかり呼ばれていたし、自分の名前ってあんまり好きじゃない。しかも相手は私なんかの百倍、はなって名前が似合っている相手だ。

「駄だ目めならば市位さんとお呼びしますが」

「駄目じゃない、全然平気！」

　稲沢さんが悲しそうな顔をするので、慌あわてて私は言葉を続ける。

「……ただ『さん』はやめて、なんか偉えらそうっていうか、申し訳なさすぎる」

「では、なんと呼べば？」

「フツーに、ハナ。呼び捨てでいいから！」

「なら、私の事も『はな』と呼んでください」

「えぇ!?」

　いきなり呼び捨てはハードルが高すぎるよ。

　しょんぼりとした稲沢さんの眉まゆ毛げが八の字になる。

「そんなにイヤですか？」

「いや、だって呼び捨ては緊きん張ちようするし」

「でも、私には呼び捨てにしろって」

「うん、そうなんだけどね」

　うまい返しが出てこない。

　大好きなアイドルを目の前に、呼び捨てとかできないでしょ？

　それと同じな訳で。むしろ様とか、姫ひめとかそういうものをお尻しりにつけたいくらいなんだよねぇ……なんて本音は絶対言えないし。私は妥だ協きよう策を必死に探さぐった。

「……じゃあ、『はなちゃん』とかは、どうでしょうか？」

　稲沢さんの表情がパァアと明るくなった。

「えぇ、それでお願いします」

　稲沢さん改め、はなちゃんは笑えみを深めながら携けい帯たいをぎゅっと握にぎりしめる。

　そして姿勢を正すと教きよう卓たくに向かって挙手をした。

「終わりました、先生」

「よろしい。では、ここからは私語厳禁ですよ」




　はなちゃんとの幸せな時間は、あっという間に幕を閉じて現実世界に逆ぎやく戻もどり。

　私はスマホ画面に映る五ご択たく問題を睨にらみつける。




　鉄の檻から出る為ために、そして生き残る為に。

　どうにかして面接会場を突つき止めなくてはならない。

「脳みそをフル回転させて、正解を導きだしてください」

　先生は腕うで時ど計けいを一いち瞥べつすると、チョークを手に取った。

　彼は黒板に『６時40分～７時30分』と、時間を書き記す。

「面接の案内がきてから、ちょうど十分が経過しましたので、残り時間五十分。ですので、七時半までには面接会場に集合お願い致いたします」

　ふと高校受験当日の事を思い出す。

　きっと黒板に書かれた時間と、先生の試験監かん督とくみたいな口ぶりが記き憶おくを刺し激げきしたんだろう。寒い冬の日、風の強い日だった。

　一いつ睡すいもできずご飯も喉のどに通らない状態で北風に吹ふき飛ばされそうになりながら聖アルテミス女学院に足を踏ふみ入れたのだ。あの日の緊張に似たものが教室を満たしている。

「皆さん全員が檻から脱だつ出しゆつできる事を祈いのっています……では面接会場で会いましょう」

　口を噤つぐんだまま微笑ほほえむと、田篠先生は教室から去って行った。

　この檻から出られなかったら、もう二度と先生と会う事はないのか。気がつくと私は見納めかもしれない背中をじっと見送っていた。

　死ぬほど憎にくくて怖こわいのに。

　私の頭の片かた隅すみには、捨て切れずに僅わずかに残った彼への好意が存在しているのかもしれない。一度好きになった人を完全に嫌きらいになるのは難しい、ということなのか。




　先生の姿が見えなくなると同時に、飼育員達は教室内に散らばっていった。

　一つの檻おりに対して一人の飼育員。

　つまりマンツーマンスタイルで彼らは私達の檻横に立った。

　不正解を選せん択たくしたら、すぐさま射殺ってことだろう。

　絶対殺されたくなんてない、けど……。

　私は画面に表示された選せん択たく肢しをそっとなぞる。





　生徒会室、音楽室、二年一組、体育館、屋上。






　一体どれが面接会場なのか、見当もつかない。

　どう考えていいかも分からない。ヒントの使い様も分からない。

　運とか勘かんに頼たよる以外に、解決方法はあるの？

　五分の一に賭かけるべきなんじゃないかな。

　だって、こんなの絶対分かりっこない。誰だれにも解けっこないもん。




『諦あきらめ』という言葉で脳内が埋うめ尽つくされそうになった、その時だった。





　ガコンッ！






　大きな音を立てて何かが倒たおれた。

　真横から風が吹いて、スカートが舞まい上がる。

　啞あ然ぜんとして横を見ると、そこには、はなちゃんが立っていた。彼女の足元に倒れているのは、鉄てつ格ごう子しの壁かべだった。

　彼女は平然とした顔で檻の外へと歩き出す。そこで私は全てを理解した。

　檻が破られたのだ、はなちゃんの手によって。

　彼女、この短時間で答えを導き出したのだ。




　檻の中でざわめく生徒たちに「では、お先に」と、はなちゃんはスカートの裾すそを摘つまみ、挨あい拶さつをした。




　一体どうやって正解に辿たどりついたっていうの？

　アホ面づら丸出しで彼女を見つめていると目が合った。

　はなちゃんは目元を和やわらげてから、一文字一文字はっきりと口を動かして言った。







「先生のＬＯＶＥ、ちゃんと受け取っていますか??」







「え？」

　はなちゃんが何を言っているのか、私にはさっぱり分からなかった。

「先生のＬＯＶＥ、ちゃんと受け取っていますか??」

「ちょっと、よく分からないんだけど」

「先生のＬＯＶＥ、ちゃんと受け取っていますか??」




　彼女は同じ言葉を、先ほどより大きな声で繰くり返す。

　ニコ動みてる時に、ＰＣバグったみたいになってますけど……。

「おい、なにしてる!?」

　声を荒あらげた飼育員が、はなちゃんに銃じゆうを向けた。

　キッと彼女の眼光が鋭するどくなる。

「……お別れの挨拶をしていただけですが？」

　普ふ段だんのはなちゃんからは考えられないほどの気き迫はくだった。

　飼育員はひるんで「なら、さっさと出ろ！」と、言葉を吐はき捨てて、はなちゃんに背を向けた。

　拳けん銃じゆうを持っている男をビビらせるなんて凄すごすぎる。

　はなちゃんは真顔のまま、静かに言葉を続けた。

「一つの考えに凝こり固まっては駄だ目め。新しい思考に変へん換かんさせて……考える努力をして」

　言葉が出てこなくて、私はコクリと首を動かす事しかできなかった。

　それを見て、はなちゃんも満足げに頷うなずき、そっと囁ささやく。

「……頑がん張ばって」

　はなちゃんのスカートがひらりと舞い踊おどる。

　コツコツと規則正しい足音を立てながら彼女は教室を出て行った。




　青々と茂しげる森の中に湧わきでる清らかな水。それでジャブジャブ顔を洗ったような、そんな爽そう快かい感かんを、私は得ていた。はなちゃんとの会話で頭がスッキリとクリアになったようである。

　考える努力。たしかに私は放ほう棄きしていた。

　頭の出来の違ちがいはあれど、はなちゃんが正解に辿りついたのは考える努力を放棄しなかったからだ。

　残り時間は、あと四十五分。




　一つの考えに凝り固まらず、努力して考えて考えて努力して考えまくって、絶対答えを見つけてやる。

　スマホの画面に齧かじりついた私は、はなちゃんから言われた通りに先生からもらったヒントを反はん芻すうした。





　生徒会室、体育館、二年一組、音楽室、屋上。






　この五つの中に必ず答えはある。

　運に任せた場合、正解を引き当てる確率は五分の一。

　その確率をどこまで高めることができるのかが勝負だ。

　その為ためにはヒントをフル活用しなければならない。

　ヒントページでは正解の中にある文字を一文字だけ確かく認にんすることができる。




　入っていなければ×マーク。

　入っていれば、入っている数が画面に表示される。

　私は、メールのアイコンをタッチして新規メール作成を選択した。

　とりあえず、ひらがなで五つの選択肢を打ちこんでみる。








　せいとかいしつ、おんがくしつ、にねんいちくみ、たいいくかん、おくじょう。









　文字をじっと見比べる。この中のどれを選べば答えに辿りつけるのだろう。たとえば「ん」を選んだ場合はどうだ？

　二年一組、音楽室、体育館の三つに「ん」が入っている。

　もし×マークが出れば、確率は二分の一となる。

　だが、もし『ん』が入っているとしたら確率は三分の一だ。どっちにせよ、最後には運に頼たよらなくてはいけない。




　では「く」ならば？

　生徒会室以外の全すべてに「く」は入っている。×マークがでれば答えは明らかになる。これは、かなり良い線の推理を展開している気がした。

　ブッブー。

　その時、私の考えを否定するように再びあの機械音が教室に響ひびく。

　短い悲鳴と一発の銃声。

　それらがワンセットとなって私の両耳を襲おそう。

　とうとう運に見放された子が現れてしまった。考えるのを放棄した生徒たちが神かみ頼だのみでヤケクソになって数字を選せん択たくしているのだろう。その後も次々とブッブーの音が鳴りまくった。

　ヤケになっては駄目だ。

　そう自分に言い聞かせて、胸いっぱいに息を吸い込む。

　気持ちを落ち着かせてから、もう一度「く」がヒントとして正しいのかを考えた。

　もし「く」が正解に入っている字だったら、どうなる。五つ中四つが正解となって、識別は不可能だ。一つ一つ文字をしらみつぶしに確認していくが、これだというものに辿たどりつけない。刻々と時間だけが過ぎていく。




　頭を抱かかえて私が悩なやんでいる間に、二人目の正解者が現れた。

「よっしゃ」というボーイソプラノが教室に響く。

　正解者は紙祖さんだった。

「やだ」

「おいてかないで」

　檻おりの開く音の後に続いて、そんな泣き声が聞こえてきた。紙祖さんのファンの子たちだろう。

　飼育員がはなちゃんの時の失敗を取り戻もどす様に「うるさいぞ」と罵ば声せいを飛ばす。紙祖さんは悔くやしそうに顔をゆがませて、教室を走り去って行った。

　彼女が正解に辿りついたのは運なのかマグレなのか。

　いや、違う。

　おそらく彼女は、はなちゃんが発した言葉から答えを導き出したのだろう。

　その証しよう拠こに、紙祖さんに続いて、ちらほらと正解者が現れはじめた（あいかわらずブッブーという音と銃じゆう声せいも聞こえているが）。せっかく彼女がヒントをくれたのに、それを理解できない自分が歯がゆかった。




「先生のＬＯＶＥ、ちゃんと受け取っていますか？　か……」

　はなちゃんが言った言葉をゆっくり繰くり返してみる。

　はなちゃんは先生を小こ馬ば鹿かにして、あの言葉を引用したんだろうか。

　たしかに、あの恩着せがましい先生の言葉は衝しよう撃げき的だった。

「言いかえてしまえば、このヒントはＬＯＶＥ。可愛かわいい教え子たちに送る、私からのプレゼントなんですよ」

　たしか、そう言ったのだ。衝撃的すぎて覚えてしまった。

　急にＬＯＶＥとか言い出して、キャラ崩ほう壊かいしてませんか、って感じ。




　そもそもＬＯＶＥってなんだよ、ＬＯＶＥって。

　なんで、英語？

　フツーに日本語で言えっての。『このヒントは愛』ってさ。




　そう心の中で毒どくづいた時、私に衝撃が走った。







　このヒントは愛？　このヒントはあい？　このヒントはアイ[image: ]







『新しい思考に変へん換かん』という、はなちゃんの言葉が頭の中でリピートされる。

　それを脳内ＢＧＭにして私は指を動かした。

　メール画面には新しい文字が打ちこまれていく。




　私は先生の説明に流されてしまっていたのだ。

　彼は例で『あ』とか『う』とか、ひらがなを出しただけ。

　ひらがなを使えとは一言もいっていなかった。一文字と言っただけじゃないか。

　私は画面に並ぶ文字たちを眺ながめた。








　ＳＥＩＴＯＫＡＩＳＨＩＴＳＵ

　ＯＮＧＡＫＵＳＨＩＴＳＵ

　ＮＩＮＥＮＩＣＨＩＫＵＭＩ

　ＴＡＩＩＫＵＫＡＮ

　ＯＫＵＪＹＯ









　そう、ひらがなだけじゃない。

　カタカナだって漢字だって、アルファベットだって一文字には変わりない。

　そして、どうやら先生はダジャレがお好きらしい。

　私はデコメ機能で、アルファベットの一部分を太文字にした。







　ＳＥＩＴＯＫＡＩＳＨＩＴＳＵ

　ＯＮＧＡＫＵＳＨＩＴＳＵ

　ＮＩＮＥＮＩＣＨＩＫＵＭＩ

　ＴＡＩＩＫＵＫＡＮ

　ＯＫＵＪＹＯ







　ヒントは愛だ。つまりＩなのだ。




　先生は言った。入力した文字が正解に入っていなければ×マーク。入っていれば何個、その文字が入っているかが分かると。




　ＳＥＩＴＯＫＡＩＳＨＩＴＳＵ（生徒会室）は、Ｉが３個

　ＯＮＧＡＫＵＳＨＩＴＳＵ（音楽室）は、Ｉが１個

　ＮＩＮＥＮＩＣＨＩＫＵＭＩ（二年一組）は、Ｉが４個

　ＴＡＩＩＫＵＫＡＮ（体育館）は、Ｉが２個

　ＯＫＵＪＹＯ（屋上）は、Ｉが０個










　この通り、五つの選せん択たく肢し、それぞれに入っているＩの数がバラバラだ。

　ヒントが表示するのが×ならば、答えは屋上。

　数字ならば、その数によって自然と答えが導き出される。

　たしかにこの問題は運だめしなんかじゃない。

　先生のＬＯＶＥをちゃんと受け取れば、正解確率一分の一の問題なんだ。

　私はメール画面を閉じて、ヒントページに飛んだ。




「[image: ]という字は正解に入っていますか？」

　はなちゃんの顔を思い出しながら、私はゆっくりと文字を打ち込んだ。

「[image: ]という字は正解に入っていますか？」




　画面が切り替かわり、新たなページが浮うかび上がる。




「正解にＩは二文字入っています」

　Ｉが二文字ということは、面接会場は体育館だ。

　私は深呼吸をして『第一面接のご案内』のページを開く。

　操作ミスをしないように細心の注意を払はらいながら、私は４という数字にタッチした。





　ガコンッ！






　ストライプ模様だった目の前の景色が開ける。

　忌いま々いましい鉄てつ格ごう子しの壁かべが勢いよく吹ふき飛んだのだ。




　檻おりから出られたんだ、私。

　檻の中で死なないで済んだんだ。




　ポケットにスマホをねじ込んで、檻の外に踏ふみ出す。

　一歩一歩確かめるように前に出ていた私の両足は、自然と加速していった。

　体育館に急ごう。

　それで一刻も早くはなちゃんに会わなきゃ。

　彼女がいなければ今いま頃ごろ、飼育員に頭を撃うちぬかれていただろう。




　胸の上のネクタイを弾はずませながら、私は教室のドアを勢いよく開けて、外に飛びだした。




「ＬＯＶＥ、受け取れたみたいですね」

　飛び出した私を迎むかえてくれたのは耳みみ心ごこ地ちの良い天使の美声。

　そして廊ろう下かに漂ただよう柔やわらかい空気と、甘い香かおり……それらを醸かもし出すことができる、あの美少女だった。

「うん、受け取れたよ……」

　ちょっと照れ臭くさかったけど、私は言葉を続けた。







「はなちゃんからの特大のＬＯＶＥをね」









面接不採用者　八名

金の卵　残り三十二個？
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[image: 四章　零次面接開催宣言]













　あんな事言わなきゃよかった。

　隣となりを歩く少女を横目に私は溜ため息いきをついた。

「ちょっと笑いすぎじゃないかな？」

「ごめんなさい」

　はなちゃんは、そう言いながらも「ぷぷぅ」と吹き出した。

　細い体をくの字に曲げ、苦しそうにお腹なかを抱かかえている。

「はなちゃん！」

「だって、特大のＬＯＶＥって……」

　さっきから彼女はコロコロと鈴すずの音みたいな笑い声を廊下に響ひびかせている。

　空気に溶とける美声とはいえ、ここまで笑い続けられては威い力りよくも半減だ。

　檻を出られた興奮は既すでに冷めて、私は自分が発した『痛い発言』を心底悔くいていた。

　はなちゃんが、こんな笑い上戸なコだったとは思ってもみなかった。

　収まったと思うと「ぷぷぅ」が始まる。

　しかもそれが天使のラッパかっていうくらい可愛かわいい。

　それが余計に腹立つ。




「……お礼のタイミング、完全逃のがしたし」

「お礼？」

　彼女はラッパを吹ふくのをやめて、上体を起こす。

「ほら、さっきのヒント」

　はなちゃんは、キョトンとした顔をしている。

「だからさ、あれがなかったら私まだ檻の中だったから」

「違ちがいます。答えを導き出したのはハナの実力ですよ」

　彼女は「それに」と、言葉を区切った。

「お礼を言わなくてはいけないのは、私のほうです」

「へ？」

「だって、ハナは命の恩人ですもの」

　はなちゃんはポケットにそっと手を入れる。

　取りだされたのは、私のガラケーちゃんだった。

「命の恩人なんて、おおげさすぎだよ」

「いいえ、これを貸してもらえなかったら、今頃天に召めされていました」

　そう言って、彼女は愛いとしそうにガラケーを撫なぜる。

　なぜだろう。使い古されたボロボロの機種なのに。

　はなちゃんが持っていると、むしろレトロっていうかお洒しや落れな感じだ。

　アンティーク的な、高級感すら漂ただよわせている。

「だから、決めたんです」

　彼女は上目づかいで、こちらを見やった。

「ハナと運命共同体、一いち蓮れん托たく生しような間あいだ柄がらになろうって」

「ごめん、よく分からないんだけど」

「つまり二人で協力し合おうということです」

　お互たがい協力って……聖アルテミス女学院の鑑かがみであるパーフェクトガールが、平へい平へい凡ぼん凡ぼん……いや平均以下の私と？

「……ご迷めい惑わくですか？」

　彼女の黒目がちな瞳ひとみに、悲しみが滲にじんだ。

「まさか！」

　私はブンッと音を鳴らせながら首を横に振ふった。

「一いつ緒しよにいてくれたら心強いし、こっちとしては願ったり叶かなったりだけど」

「けど？」

「おそらくいや絶対……はなちゃんにはメリットゼロだからさ」

　すると、はなちゃんは不服そうに口をとがらせた。

「心外です」

「へっ？」

「メリットなんて、最初から求めていませんわ」

「あ、ならいいんだけど」

　そりゃそうだよな、私に何か期待してる訳じゃないもんね。

　でも、そうハッキリ言われると、ちょっと傷つくんですけど。

「……もしかして落ち込んでいます？」

　そう言ってはなちゃんは私の顔を覗のぞきこんだ。

「へっ？」

「言こと葉ば尻じりだけをとって、自じ虐ぎやく的思想に走っていませんか？」

　図星だったので、言葉が出てこない。

「私が言いたいのは、友達というのは損か得かで付き合うものじゃないでしょ、という事です」

「……友達」

　その甘美な響きに、思わず顔がにやける。

「さぁ、この不条理を一緒に乗り越こえましょう」

　だらしなく笑う私を無視して、はなちゃんは手をすっと差し出した。間を置いて何を求められているのか理解した私は、彼女の陶とう器きのように白い右手を握にぎり返す。

　スベスベとさわり心ごこ地ちの良い乾かわいた手だった。




「ハナを待っている間に分かった事が五つほどあります」

　握あく手しゆを終えた掌てのひらを開き、彼女は五本の指をピンと伸のばす。

「まず一つ目」

　親指を折りたたみながら、はなちゃんは話しだした。

「貸していただいた携けい帯たいから外部との接せつ触しよくをはかったのですが通話・ネットを利用した情報発信はできませんでした」

　田篠先生が最初に説明していたとおり……つまりここから助けを呼ぶ事は不可能ということか。彼女の人差し指が折り曲げられる。

「二つ目、校舎からの脱だつ出しゆつを試みましたが、外に通じる扉とびら・窓は全すべて施せ錠じようされており、開ける事ができませんでした」

「全てって……調べたの？」

「今いるフロアだけですが」

　フロアって、一階全部ってこと？

　短時間で、よく調べたもんだ。彼女の行動力に脱だつ帽ぼうである。

「三つ目」と、はなちゃんが中指を折り曲げかけた時だった。




　ガッ、ガッ、ガッ！




　破は壊かい音おんが三回、廊ろう下かに響いた。「ひっ！」と、思わずその場に蹲うずくまる。

　また新たな恐きよう怖ふが近づこうとしているのか。三回ずつ、リズムを取るようにこだまし続ける不気味な音に体が震ふるえた。

　……とにかく逃にげなきゃ。そう思っていた矢先、

「……三つ目」

　仕切り直す様にはなちゃんが言った。

　そのまま話を続けようとする彼女を「待って待って！」と慌あわてて制する。

「ねぇ気にならないの!?」

「……何がですか」

「何がって、この音！」

「特には……」

　ええええ、噓うそだろ。

　お育ちがいいと、ちょっとした騒そう音おんとか気にならなくなったりするの？　妙みように肝きもっ玉がすわったりするんだっけ？

「……続けていいですか？　手が疲つかれてきました」

　指を三本折り曲げた状態に保たれた右手が、私の顔面すれすれに向けられた。

「ごめん、音が気になって集中できなそう」

「……なら確かめる他ほかありませんね」

　はなちゃんは右手をさげて、グイグイと音がする方向に進んでいく。彼女に恐怖心はないのか。自分で言い出した手前「やめようよ」とも言えず、仕方なくのろのろと後に続いた。





　ガッ、ガッ、ガッ！






　どんどんと破壊音が大きくなっていく。立ち止まって手にかいた汗あせをスカートで拭ぬぐう。

　田篠先生や飼育員が仕組んだ罠わなだったらどうしよう。恐怖心と闘たたかっている私を置いて、はなちゃんは廊下の角を曲がり、そして言った。

「やっぱり、あなた達でしたか」

　彼女の声を合図に破壊音が止まる。慌てて私も角を曲がった。

　三つの人ひと影かげが、はなちゃんと対たい峙じしている。

「どういうこと、やっぱりって？」

　人影の一つが、くるくると指先に髪かみの毛を巻きつけながら尋たずねた。

「破壊音が三回ずつ聞こえたものですから」

「だから、何スか？」

　そう言って、二つ目の小さな人影は舌打ちをした。

「檻おりに閉じ込められていた生徒達の中で三人組だったのは、あなた達だけでしたから」

　はなちゃんの回答に、最後の人影も声をあげる。

「……たったそれだけ？」

「はい、でも決定的な情報です」

　四人のやりとりに「はぁ」と、安あん堵どの溜ため息いきが漏もれる。

「なんだぁ」

　緊きん張ちようがほぐれて、気を抜ぬいたらその場にしゃがみこみそうだった。騒音を作りだしていたのは、我がクラスの三人娘むすめリッチ、ビッチ、パッチだったのである。

「そのリアクション、ウザッ」

　ビッチに睨にらまれて、私は俯うつむき「あ、いや」と口ごもる。

　三人共、いつの間に檻を抜け出したのだろう。

　私より前なのか後なのか、スマホとにらめっこしていたせいもあり、思い出せない。

　尚なおも私を睨み続けるビッチを「まぁまぁ」と、リッチがおさえる。

「ちょうどいいトコにきてくれたんだから」

　リッチは指先に絡からめていたゆるふわパーマを外すと、床ゆかに置かれていた物を私にさしだす。

　それは消火器だった。

　ビッチとパッチも、それぞれ椅い子すやダンベル（どこから持ってきたんだろう）を手に持っている。

「もうちょっとで開きそうなの」

　リッチが目の前の窓を指さした。そこには僅わずかにヒビが入っている。

「とっとと逃げないと」

　先ほどから響ひびいていたのは、彼女達が窓をぶち割ろうとしていた音だったという訳だ。

　にしてもあれだけガンガン叩たたいて、ヒビしか入らないって。

　どんだけ頑がん丈じようなんだ。防ぼう弾だんガラスとかそういうのなんだろうか？

「高度育成プロジェクトか何か知らねッスけど、んなもん参加するかっての」

　吐はき捨てるような口調のビッチに続き、パッチも口を開く。

「体育館に行ったら、また何されるか分からないし」

「わざわざ殺されにいくなんて、ウンザリなんスけど？」

　パッチも眼帯を触さわりながら説得するように訴うつたえる。

「外にさえ出られれば、助けを呼べるし」

　たしかに、田篠先生の言う事に素す直なおに従う必要はないのかもしれない。聞いたところで、約束を守ってくれる保証もないし。




「はい、説明終わりっ[image: ]」

　ビッチが持っていた椅子を天高く持ち上げた。

　そして特大のリボンとポニーテールを揺ゆらしながら、窓ガラスにぶつける。

　ガンッという音を立てて椅子が跳はね返った。

　はなちゃんはさっと身をかわして、飛んできた椅子を避よける。

　激しい音を立てて椅子は廊下を転がった。

[image: ]

　続けてパッチがダンベルを投げ、リッチは転がった椅子を拾って窓にぶつけていく。

　本当に少しだけど窓のヒビが広がり、鮮せん明めいになっているようだ。

　消火器を持ったまま茫ぼう然ぜんと立ちつくす私に、彼女は再び舌打ちをした。

「ほらアンタも早く！」

「あ、うん」

　消火器を両手で抱かかえて、頭の上に持ち上げる……これって思ったより重くないんだね。

　ビッチに続き、力任せに窓に投げつけようとしていると、

「……ハナ」

　今まで黙だまっていたはなちゃんが口を開いた。

「さっきの話の続きをしても？」

「へ？」




　このタイミングで？




　たじろいでいると、また彼女は三本の指を折り曲げてみせた。

「三つ目……外をちゃんと見てください」

　私は消火器をあげたまま、外をチラ見する。

　すっかり日が暮れて、外は暗くなっていた。

「ちゃんと、と言いましたよね？」

　指し摘てきされて、仕方なく消火器を頭上からおろして胸に抱える。

　そして彼女に促うながされるまま、窓に貼はりついた。

「……え？」

　そこに広がっているのは闇やみだった。

　夜が訪おとずれたから暗いとかではなく完全な闇あん黒こくである。

　よく目を凝こらすと、煙けむりのような靄もやがうっすらと漂ただよっている。

　周囲に立っているはずの建築物の姿も見えない。

「なんかヤバくない？」

「えぇ、とてもヤバいです」

　はなちゃんは私の口調を真ま似ねしながら頷うなずいた。

「ですので私達は先を……」

　その時、彼女の言葉を遮さえぎるように「やった！」と、歓かん声せいがあがった。

　リッチ達に視線を戻もどすと、窓一面にヒビが入り、その中心には拳こぶしくらいの穴が開いていた。すごい、ホントに開けちゃったんだ……パッチが嬉うれしそうにビッチに寄り添そう。

「もうちょっとだよ、マイカっち！」

「ここまでくればあと少しっしょ！」

　リッチは得意げにこちらを一いち瞥べつした。

「……これでもまだ手伝わない気？」

　はなちゃんは黙っている。リッチはむっとした表情を浮うかべて、彼女に顔を近づける。

「ねぇ、聞いてるの？」

　はなちゃんはリッチの姿が見えていないかのように彼女をスルーすると、パッチの元に歩み寄っていく。

「貸して」

　言われるがまま、パッチはダンベルを彼女に手て渡わたした。

「最初からそうしてればいいんだよ」

　勝ち誇ほこったようにリッチの顔がいやらしく歪ゆがむ。穴が開いたことで、気が変わったって事なのかな。彼女が何を考えているか分からず、ただその行動を見守ることしかできない。

「皆みなさん、少しの間静かにしていてくださいね」

　はなちゃんは窓に近づくと、いきなり開いた穴にダンベルをさしこんだ。

　理解不能の行動に、リッチ達は顔を見合わせている。

　グリグリグリグリ……狭せまい穴にダンベルがねじこまれていく。

　そして、当然だけどダンベルは窓の外へと落ちていった。

「……ちょっと!?」

　怒いかりの声をあげようとするリッチの唇くちびるに、はなちゃんが人差し指を押し当てる。

「静かに」

　彼女はじっと外の音に耳をすませた。







　いつまで経たっても、物音ひとつあがらない。




　堪こらえ切れずにビッチが声を荒あらげる。

「なんなの、嫌いやがらせッスか!?」

「おかしいと思いませんか、何も音がしないなんて」

「へ？」と、私とビッチの声がシンクロする。

「あんなに重いダンベルを落としたんです、地面にぶつかれば何かしら衝しよう突とつ音おんが起こるはず。ここは一階のはずなのに、まるで地べたが消えてしまったかのようです」

　リッチ、ビッチ、パッチは黙って彼女の話を聞いている。

「どんな方法を使っているのかは分かりませんが聖アルテミス女学院は外の世界から隔かく離りされているのでしょう。やみくもに外に飛び出すのは危険かもしれません」

『外の世界から隔離』なんて滅め茶ちや苦く茶ちやすぎる。

　ここにいる全員がそう思ったはずだ。

　でも誰だれもそれを口に出そうとしなかった。自分たちに降りかかった滅茶苦茶の数々を考えると、それを否定する気にはとてもなれない。

「……四つ目」

　はなちゃんが再び口を開く。今度は私にだけ視線を送り小指一本立った右手を突つきだしている。

「元の世界に戻るには『黄金卵の就ジヨブ職ハンテ活イング動ゲーム』プログラムを全すべてクリアするしかない。だからここで無む駄だな体力を消しよう耗もうする事は得策ではありません。五つ目、外に出られない為ため、体育館に向かうには、三階の渡わたり廊ろう下かを使用する他ほかない……分かった事は以上です」

　彼女はそのまま拳をおろすと、手首につけた腕うで時ど計けいを確かく認にんした。

「第一面接開始まで、残り二十五分。少し時間をロスしすぎましたので、私達はこれで」

　はなちゃんは舞まいを踊おどっているように軽かろやかに踵きびすを返した。

「あ、あの」

　茫ぼう然ぜんと立ちつくしている三人娘むすめに、私は声を掛かける。

「……みんなも急いだほうがいいよ？」

　それだけを伝えて、はなちゃんを追いかけた。

「あの音、城野さんたちが出してるって気づいてたんだね」

　はなちゃんの背中に声をかける。だが彼女は無言のままだ。

　……怒おこってるのかな。

　彼女の横に並んでいいのか、少しためらった後、結局そのままの立ち位置で喋しやべりかけた。

「なんか、ごめんね」

「……ハナが謝る事は何もないですよ？」

　その声は、どこか冷ややかだ。

「でも、時間をロスさせちゃったし」

　すると、はなちゃんは足をとめて私のほうを振りかえった。

　その顔には笑え顔がおが戻り、いつもの彼女に戻っている。

「じゃあ、もう少しだけ時間をロスしてもいいですか？」




　　　　★☆★☆




　はなちゃんがやってきたのは三階の端はじっこにある教室。

　つまり私達のクラスである。鼻歌まじりで彼女はロッカーを開いた。

「これです、これ」

　彼女が取りだしたのは、見覚えのある淡あわい緑色の小箱だった。

　はじめて会話したあの日。

　サンドウィッチと一いつ緒しよに彼女がくれたマカロン。それが入った箱である。

　クリスマスの朝、サンタさんからプレゼントを受けとった少女のように、彼女は蓋ふたを勢いよく外す。

　色いろ鮮あざやかなマカロンが数個、箱の中に転がっている。

　はなちゃんはピンク色のものを摘つまむと、サクリと歯を立てた。

　綺き麗れいな歯型がマカロンに浮かびあがる。

「はふぅ」

　吐と息いきのような声が漏もれた。

　ここまでマカロンを美味おいしそうに食べられる人間がいるだろうか。

　はなちゃんの瞳ひとみは幸福で潤うるみ、スポットライトを浴びたかのように全身が輝かがやいている。

「檻おりの中にいる時から、ずっとこれが食べたくって。こんな事をしている場合ではないのは分かっているんですけど、あのお三方と喋っている間もマカロンが頭から離はなれなくって……さっきハナが話しかけてくださった時も実は上の空だったんです」

　萎しおれていた花が息を吹ふき返していくようである（ちなみにダジャレではない）。

　まぁ、私に怒ってるんじゃないならいいんだけどさ。

「よっぽど好きなんだね」

「えぇ、残しておいて良かったです。昼休みまでに食べきってしまう日も多いので」

　食べきってしまう日って、一日一箱食べてるってこと？

「……この箱、二十個入りとかだよね？」

「正確には二十三個入りです」

「それを一人で全部？」

「本当はもっと食べたいんですけど、一日一箱までと決めているんです」

　一個三百円くらいだからと、頭の中で計算して軽く凹へこんだ。

　私の一カ月分のお小こ遣づかいを彼女は毎日胃い袋ぶくろに収めているのか。

　金銭感覚が違ちがいすぎる。

　二つ目のマカロンを口に入れて微笑ほほえむはなちゃんの姿が、一いつ瞬しゆんマリー・アントワネットと重なる。




　甘いものをいっぱい食べて、よく体型をキープできているものだ。もしかするとカロリーが全部脳みそに使われてるのかも。頭を回転させる為には糖分が必要っていうもんね。どっちにしろ体に良い行いには思えない。悦えつに入った表情で食べかけのマカロンを頰ほお張ばる彼女は、持っていた箱をこちらに差し出した。

「おひとついかがです？」

　私は首を横に振る。

　そんなに美味しそうに食べられては、なんか悪くて食べれないよ。

「遠えん慮りよしなくていいのに」

　そう言いながら彼女は残りのマカロンをペロリと平らげた。

　マカロンパワーで元気を取り戻もどしたはなちゃんは、改めて私の姿を見やると突とつ然ぜん「ぷぷぅ」と天使のラッパを鳴らした。

「え、なに!?」

　驚おどろいた私を放置して、はなちゃんはクスクスと笑い続けている。

　まさか私の「ＬＯＶＥ発言」を急に思い出したのか？

「はなちゃんってば！」

「だって、いつまでも消火器抱かかえてるから！」




　そう笑われて、はじめて私は気付いた。

　赤ん坊ぼうを抱いだくが如ごとく、消火器を大事そうに抱だきしめていることに。




　カァァと首筋が赤く染まっていくのを感じる。

　なんだよ、もっと早く教えてよ。私バカみたいじゃんか。

　ていうか、私の奇き行こうが気にならない程ほど、マカロンで頭がいっぱいだったのか。

「そんなに気に入りましたか、消火器」

「う、うん、なんか抱き心ごこ地ちよくてさ」

　恥はずかしさから、ごまかしになっていないごまかしが口から飛びでる。

「……そうだったんですね」

　はなちゃんは私の言葉を真に受けたようだ。

「それで心が落ち着くならどうぞ続けてください」

　必死に笑いを収めて、納なつ得とくしたように彼女は頷うなずく。

「別に本気で言った訳じゃ」と、戸と惑まどう私を彼女は制した。

「いえ……こんな状じよう況きようですから心の安らぎは大切です」

「あの、だから」

「私がマカロンに癒いやしを求めたように、ハナは消火器で心を癒してください」

　彼女は私に反論の隙すきを与あたえずに「では行きましょう」と、教室の外へと出て行った。

　くだらない言い訳のせいで消火器を置くタイミングを逃のがしてしまった。

　意識してしまうと、両手も疲つかれるし、めちゃくちゃ邪じや魔まである。

　私は自分の言動を恥じながら消火器を指で小こ突づく。大きく溜ため息いきをついて、はなちゃんの後に続いた。




　　　　★☆★☆




　面接開始まで残り二十分。

　今から向かうのは、あの渡わたり廊ろう下か。私が田篠先生に撃うたれた場所である。

　消し去りたい忌いま々いましい記き憶おくが蘇よみがえる。再びあそこに足を踏ふみ入れる事を考えると気が滅め入いった。そもそも渡り廊下にさえ行かなければこんな事に巻き込まれていなかったのに。

　今いま更さら後こう悔かいしたところで何もならないのだけど、どうしても考えてしまう。

　思わず消火器を抱きしめる手に力がこもった。

「……なんでアンタ達の方が後にくんのよ」

　そう嚙かみついてきたのはリッチだった。

　壁かべにもたれかかりながら、こちらを睨にらんでいる。両りよう隣どなりにはビッチとパッチの姿もあった。

　二人は廊下に落ちていたと思われるバスケットボールを足先で転がしあっている（バスケ部が見たら怒いかり狂くるうだろう）。

「ウチらより早く階段登っていったじゃん？」

「ちょっと用を済ませてきたもので」

　マカロンパワーが続いているはなちゃんは、感じの悪い三人にも天使の微笑みを惜おしみなく披ひ露ろうしている。

「みなさんこそ、私達のことを待っていてくださったの？」

「ちげぇよ！」

　よく見ろと言わんばかりに、ビッチは顎あごで渡り廊下を指した。

　二十人程度だろうか、そこには人だかりができていた。

　ざわざわと何かを話しあっている。




　教室にいたのは四十人。

　つまり約半分の生徒が檻から出られたということになる。

　はなちゃんのヒントがあったとはいえ、さすが聖アルテミス女学院の生徒だ。

　みんな頭の回転は良いようである。

　しかし、なんで渡り廊下の前に溜たまっているんだろう。

　よく見ると渡り廊下と校舎を仕切る引戸が閉じられているようである。

　パッチは私達に青ざめた顔を向けた。

「……渡り廊下の入り口に鍵かぎが掛かかってるみたいで」

「えっ!?」

「さっきから何度も押したり叩たたいたりしてるけど駄だ目めみたい」

　外に出られない以上、校舎から体育館に行けるのはここだけだ。

　渡り廊下を渡らない限り、面接会場に辿たどりつけない。

　残り時間は十五分を切っている。

「どうしよう、はなちゃん」

　助けを求めて彼女の顔を覗のぞきみる。

　彼女ならたちまち解決方法を見つけ出してくれるんじゃないか。そんな淡あわい期待で私の平均より小さめの瞳ひとみは満たされていた。

　はなちゃんは閉とざされた扉とびらを上から下まで、ゆっくりと眺ながめると呟つぶやいた。




「……困りましたね」

　はなちゃんの一言で絶望と後こう悔かいが交こう互ごに押し寄せる。

　これって打つ手なしってこと？

　チクタクチクタク……誰だれかの時計の音か、それとも私の幻げん聴ちようか。

　秒針の進む音が、やけに耳につく。

　時間は着々と過ぎていく。

　なに悠ゆう長ちようにマカロンなんて食べてたんだろう。

　いや、むしろ逆か。こんなことならマカロン食べておけばよかったな。

　最後の晩ばん餐さんならぬ、最後のマカロン的な？




　はなちゃんがそっと私の肩かたに触ふれる。

　こちらの心を読んだように「最後まで希望を捨てちゃだめです」と彼女は囁ささやいた。

　でもこの状況で、どうやって希望なんて持てっていうんだよ。

「……何が第一面接だよ」

　私の気持ちを代弁するようにビッチが唸うなった。

　ギリリと親指の爪つめを嚙みしめている。

「最初からうちら全員ぶっ殺す気だったんじゃんか！」

「……やっぱり窓から逃にげればよかったんだよ」

　未練がましい言葉を発するリッチの指には、いつもより多めにゆるふわパーマが巻かれていた。

　不安を表すかのように髪かみの毛が玉となって膨ふくれ上がっていく。

　何度も同じ動作を繰くり返しているせいだろう。人差し指のネイルが剝はがれてしまっている。

「もうどうすりゃいいんだよぉ[image: ]」

　壁をドンッと叩きながらビッチが感情を爆ばく発はつさせる。

　頭の上のリボンがグワングワンと揺ゆれた。

　こんな風に感情をむきだしにできる彼女がちょっと羨うらやましい。

　彼女に引きずられたのか同級生達は金切り声をあげる。

　行き止まりの廊下に恐きよう怖ふの波は紋もんが広がっていく。

　そんな中、はなちゃんは口を噤つぐんだまま引戸を凝ぎよう視ししている。

　肩に載のせられた彼女の手のぬくもりだけがギリギリ私の正気を保たせていた。

「田篠のヤロー、ふざけやがって」

　ビッチが何度も壁を殴おう打だしながら叫さけんだ直後だった。




『目上の人を呼び捨てにしてはいけませんよ』




　耳慣れたあの声が聞こえてきた。




『それに君達を皆みな殺ごろしにする気なら、もうとっくにやっています』




　田篠先生の声は少しくぐもっている。

　キョロキョロとみんなが周囲を見まわす中、はなちゃんは誰よりも早く頭上を睨みつけた。

　天てん井じようにはスピーカーが設置されている。それを通じて彼は喋しやべっているのである。




『瀬繹さん、これ以上学校の設備を破は壊かいしないでくださいね』




　先生が喉のどの奥をクククと震ふるわせる。

　どうやら私達の行動は全すべて彼に監かん視しされているらしい。




『こんなに沢たく山さんの方が檻おりから脱だつ出しゆつできるとは……さすが金の卵候補、実に素す晴ばらしいです』




　スピーカーを通じて拍はく手しゆ音おんが鳴り響ひびいた。




『先生は嬉うれしいです。たとえ予想外の助言のおかげだとしてもね』




　はなちゃんに、皆みなの視線が注がれた。

　いつの間にか拍手が収まり、スピーカーからは先生の気配だけが伝わってくる。

　私達の様子を窺うかがっているようだ。バレてたんだ、ヒントを出してたこと……

「それで私達はどうすればよいのでしょうか？」

　スピーカーと会話するはなちゃんは、無表情だった。

　だけど肩に置かれた手に少しだけ力が入ったのを、私は感じていた。

「時間もあと十三分しかありません、教えてください」




『……いいでしょう』




　沈ちん黙もくを続けていた先生が、やっと口を開いた。




『急きょですが、第一面接の前にイベントを行う事にしました。言ってしまえば零ゼロ次じ面接ですね』




　田篠先生の発言に合わせて、ゆっくりと引戸が開かれた。

　薄うす暗ぐらい渡わたり廊ろう下かから飼育員が姿を現して、私達の周りを取り囲む。




『ルールはとっても簡単。五人一組となって、この廊下を走り抜ぬけるだけ……それだけなら、余よ裕ゆうで集合時間までに体育館に辿りつけるでしょう？』




　たしかに言葉で聞く限りではとても簡単だ。

　渡り廊下の距きよ離りは五十メートルもない。

　その短たん距離を走り抜けるだけならば幼よう稚ち園えん児じだって出来てしまう。

　本当に走り抜けるだけならば。




『おやおや、なんですか？　その人を疑うような顔は』




　そりゃそうだ、うちらだって馬ば鹿かじゃない。檻の一件で、先生の言葉に裏があることが分かっている。

　私はこっそりポケットからスマホを取りだしてボイスレコーダーのアプリを起動させた。

　さっきみたいに先生の言葉にヒントが隠かくれているかもしれない。

　記き憶おく力に自信はないけどアプリ活用術には自信がある。

　私だって少しは学習するのだ。




『ではお手本をお見せしましょう』




　先生の言葉を合図に、飼育員に抱かかえられて一人の男が姿を現した。

　帽ぼう子しやマスクを剝がされているが、その服装は飼育員達と同じものだ。

　暴力を加えられたのか、その顔は赤黒く膨れ上がっている。




『彼はさきほど予想外の助言を見過ごしてしまいました。いわばこの零次面接開かい催さいの原因を引き起こした張本人です』




　はなちゃんに凄すごまれて、たじろいでいた飼育員の姿がフラッシュバックする。

　マスクを外されて項うな垂だれている男は予想していたより、ずっと若かった。

　おそらく二十代前半くらいだろう。飼育員達は嫌いやがる男を銃じゆうで脅おどしながら、渡り廊下の前まで引きずっていく。




『素晴らしいお手本を期待していますよ……では用意はじめっ！』




　腹をくくったように男は「うぉおお」と叫びながら、全速力で廊下を走りだした。

　男は大きく両りよう腕うでを前後に動かす。

　速い。一歩踏ふみ出す度たびに驚おどろくほど前に進んでいく。

　ひょっとしてこのままゴールできてしまうんじゃないか。そんな期待を抱いだいてしまうほど、見事な走りだった。

　だがそんな期待はすぐさま叩たたき潰つぶされる。

　それは花火のように闇やみを裂さいた。音までもが花火に似ていて、パンパンパンと吠ほえながら廊下の端はじから端を縦断していった。花火の数発が、男の背中をかする。

　それが連続した銃声だと気づいたのは、野太い声をあげて男が倒たおれた後だった。

「ぐぅう」

　うめきながら男は脇わき腹ばらを押さえて前へと進む。

　しかし再び花火が噴ふん射しやされる。

　逃にげ惑まどう男を花火は追いつめていき、そしてとどめを刺さした。下腹にひびく激しい銃声が収まり、やっと渡り廊下は静かになった。

　人が死ぬ光景になれてしまったのか、誰だれからも悲鳴があがらない。

　みんな、ただ啞あ然ぜんと男の遺体を眺ながめていた。




『残念、あと十メートルもなかったのに……』




　再び頭上から田篠先生の声が漏もれる。

　それを合図に飼育員達が渡り廊下に入り、男の遺体を回収していく。




『今ごらんになった通り、渡り廊下の天てん井じようには機関銃が数台設置してあります。廊下と校舎の境目から五メートル毎ごとに一台ずつの間かん隔かく。機関銃の本体にはセンサーが内蔵されています』

　前まえ髪がみをかきあげたのか、ゴソゴソという音と共に言葉が途と切ぎれる。




『センサーが皆さんを感知した二秒後に機関銃が作動を開始します。廊下の端から端を縦断するようにダダダダとね。センサーが皆さんを感知し続けていれば二秒後、再び銃撃が開始されます。ちなみにセンサー作動する距離は十メートル。次の機関銃まで辿たどりつけば背後の銃じゆう撃げきが止まるということです……おやおや城野さん今回は言わないのですか、運だめしだって？』




　リッチは苦々しそうに唇くちびるを嚙かみしめている。

　一度の失敗を何度もほじくり返す粘ねん着ちやく質しつな悪意がスピーカーからもにじみ出ているようだった。




『一体何人が体育館に辿りつけるのでしょうね……さて最初はどなたが走りますか？』




　同級生達は、誰とも目線が合わぬよう俯うつむいている。田篠先生の言葉に誰も反応をしめそうとしない。




『いいんですか、残り時間はあと八分ですよ？』




　その時である。

「……ジブンが行きます」

　一人の少女が手をあげた。ベリーショートに、すらりと長い手足、日本新記録保持者というスペックの持ち主。紙祖くるすである。




『素す晴ばらしい、さすが陸上部のスターです』




　紙祖さんの広い額には汗あせがにじんでいた。

　息も浅く、贅ぜい肉にくの無い肩かたを細かく上下させている。

　教室で彼女に声をかけ続けていたファンの姿はそこにはなかった。

　まだ檻おりの中なのか、選せん択たく肢しを誤ってしまったんだろう。




『他ほかに立候補がいないようですので、こちらで選ばせてもらいますね』




　飼育員達は無造作に少女達の腕うでを摑つかんだ。

　悲鳴と共に無む作さく為いに選ばれた四名と紙祖さんが一列に並ばされる。一歩離はなれた所にいたせいか、私もはなちゃんも選ばれなかった。

　ほっと胸を撫なでおろした瞬しゆん間かんに、罪悪感が湧わきあがる。これじゃまるで、他の人は死んでも構わないみたいじゃないか。自分の感情に戸と惑まどっていると、




「……もっと前に行きましょう」

　はなちゃんがそう言って歩き出した。

　グイグイと人を押しのけて渡わたり廊ろう下かに近づいていく。肩を摑まれたままだったので意思に反して私も前に進まなくてはならなかった。罪悪感が瞬またたく間に恐きよう怖ふ心しんへと変化する。

　感情の変化に頭が追い付けなくて熱を持ってクラクラした。

「もうこの辺で止まっとこうよ」

　私の訴うつたえを彼女はあっさり却きやつ下かした。

「ちゃんと見ておかないと……」

「でも」

「せっかくのヒントを見落とす気ですか？」

　ピシャリと言われて何も反論できなくなる。同級生をかきわけて、私達はほぼ最前列まで躍おどり出た。




　渡り廊下と校舎の境で、紙祖さん以外の四人は、メソメソと泣き続けている。

　ブレザーを脱ぬぎ、オレンジ色のタンクトップ姿になった紙祖さんは、そんな同級生達に優やさしく語りかけた。




「……みんな聞いて、ジブンに考えがある」

　その言葉に四人だけじゃなく他の生徒もピクリと反応する。

　彼女はアキレス腱けんを伸のばし、体をストレッチさせながら白い歯をのぞかせた。

「……簡単だよ、二秒毎にしゃがめばいいんだ」

　キョトンとした表情を浮うかべる四人に、彼女は澄すみきったボーイソプラノを響ひびかせる。

「男の人が撃うたれたのは全部背中部分だけだった。ジブンと同じくらいの身長だったから、ここくらいの位置だね」

　自らの背中をポンと叩くと、彼女は膝ひざを曲げて屈くつ伸しんをする。

「つまりしゃがめば銃じゆう弾だんは当たらない」

　……撃たれた位置なんて全然気にしていなかった。

　そういえば紙祖さんは、はなちゃんの次に檻から脱だつ出しゆつしたんだっけ。

　運動だけじゃなくて頭もキレるなんて最強じゃん。

「ジブンが合図を出すから、それに従ってしゃがんでくれればいい……いいね？」

　紙祖さんの話に戸惑いながらも四人は頷うなずいた。

「急ごう、ここにいる全員が渡り終えることを考えるとジブンらに与あたえられた時間は一分半だ」




　くぐもった笑いがスピーカーから垂れ流される。




『……話し合いは済んだようですね』




　紙祖さんはゆっくり頷いた。




『よろしい、それでは用意はじめ！』




　合図と共に、まず紙祖さんが飛びだした。それに一いつ拍ぱく遅おくれて四人も走る。

「……凄すごい」

　思わず声が漏れた。

　紙祖さんの走りは、森を走りまわる小こ鹿じかのようにしなやかで美しかった。

　力強く足で地面を蹴けり飛ばしては空中を移動していく。


「しゃがんで！」



　叫さけびと共に、少女達は膝を曲げてその場に蹲うずくまった。

　その瞬間、銃声が渡り廊下を縦断していく。

　紙祖さんの推理通りに、連発された花火たちは彼女達の頭上を通り過ぎて行った。

　銃声が終わると、彼女は再び駈かけ出していく。

　大おお股またで二歩三歩と進み「しゃがんで！」と再び彼女は叫ぶ。

　紙祖さんの指示に従い、彼女達は再び腰こしをおろす。

　決して速くはないが、確実に前へ前へと進んでいる。

　これならば全員体育館に辿たどりつけるかもしれない。誰だれしもそう思っただろう。




　だが三度目の「しゃがんで！」が響いた時、アクシデントは起きた。

「ひぃっ！」

　か細い悲鳴と共に一人の少女が肩をおさえて倒たおれた。

　ワンテンポしゃがむのが遅おくれたのである。

　新たな緊きん張ちようが渡り廊下にほとばしる。

　しかし冷静な紙祖さんは背後を気にしながらも、前へと進んでいった。

　彼女は役割を忘れることなく、四度目の「しゃがんで！」を叫ぶ。その声に反応して一いつ斉せいに身をかがませた。

　さすが、紙祖さん。

　彼女さえ、きちんと冷静でいればテンポが崩くずれないもんね。

　怪け我がをした子には申し訳ないけど、まずは残りのメンバーだけでもゴールさせるのが私もいいと思う。

　そんな事を考えながら、ほっと胸をなでおろしているとはなちゃんが呟つぶやいた。

「……まずいですね」

「まずいって？」

　長いツインテールを撫でてから、彼女は言った。

「恐怖は伝でん染せんするんです」




　　　　★☆★☆




　はなちゃんの言う通りだった。

　一人が撃たれたことで他の少女達の動きは確実に鈍にぶくなっていった。

　撃たれた子に至っては肩かたの傷をおさえたまま、その場に蹲ってしまっている。

　彼女を感知して、一台目の機関銃は動き続けていた。五度目の「しゃがんで！」という声が聞こえた時には、彼女と他ほかの子の距きよ離りは完全に開いてしまっていた。

「それ以上、進むのは危険です」

　はなちゃんの言葉に私は「なんで？」と、首をかしげる。

　彼女は紙祖さんの頭上を指さした。そこは二台目の機関銃の真下だった。

「二つ目のセンサーを稼か働どうさせるなら、みんなが揃そろってからにすべきです」

「でも、二秒ごとにしゃがめば足並みは関係ないんじゃ？」

　二秒ごとにしゃがむテンポさえ守っていれば、何台の機関銃が作動しようと距離がいくら開こうと関係ないはずだ。

「……それが続けられれば、ですよ？」

　はなちゃんの意味深な言葉に戸と惑まどうも、これ以上彼女は解説をしてくれる気がないようである。仕方なく私は再び紙祖さんに目線を戻もどした。

　彼女は一人でグイグイと体育館に向かって進んでいく。

　それに伴ともなって二台目の機関銃が動き出したが、銃弾を見事にかわしている。

　その俊しゆん敏びんな動きから銃弾と戯たわむれているようにさえ思えてきた。

　スタート時から動きに一いつ切さいの乱れはなく、完かん璧ぺきな状態をキープしている。

　ただ一点を除いては。

　誰かがボソリと呟いた。

「……凄い汗あせ」

　そう、紙祖さんの体からは大量の汗が噴ふき出していたのだ。

　頰ほおや肘ひじをつたってボタッボタッと大おお粒つぶの汗が床ゆかに飛び散った。

　タンクトップも濡ぬれて、ところどころ濃こいオレンジに染まっている。

　アスリートだから代謝が良いのかもしれないけれど、それにしたって異常だ。

　はなちゃんもその異変には気付いているようだった。

「走って、しゃがんで、叫ぶ。単純なようで体力を消しよう耗もうしていく動作です……それと極度のプレッシャー」

　プレッシャー……陸上部のスターのあの子が？

「四人の命が自分の手にかかっているとでも思っているのでしょう」

　たしかに彼女が叫ぶ「しゃがんで！」は、周囲を鼓こ舞ぶするようなデカさと激しさがあった。

　何度もそれを繰くり返しているせいで、紙祖さんの声は微かすかに擦かすれている。

　声をあげる事に精せい一いつ杯ぱいになりすぎて、後ろを気にする余よ裕ゆうもないのだ。

　滝たきのような汗でビショビショになりながら彼女は三台目の機関銃の下を通り過ぎていった。

　肩を怪我したコは、未いまだに二台目の下も通過しておらず、射しや撃げきされた場所から、ほぼ移動できていない。

　そんな彼女達を刺し激げきするようにアナウンスが流れだした。




『一分経過、一分経過ですよ？』




　田篠先生の言葉に見物をしていた同級生達もざわめきだす。

　紙祖さんが言っていた「一グループ一分」の話が全員の頭にあるのだろう。

　苛いら立だちが空気に混じり、漂ただよう。

　怪我をしたコに向けられる非難の視線が、一気に強くなった。

「早く動けよ」

「後ろつまってんだから」

「うちらの時間が無くなるじゃん」

　言葉に出していなくても、肌はだを通じて文句が伝わってくる。

　自分の命がかかっているから仕方ない、それを咎とがめる事はできないけど……。

　こんな空気の中で１００％の力が出せるわけがない。

「ごめんなさいごめんなさい！」

　とうとう無言の圧力に負けて、怪我をしたコが泣なき崩れた。

　不安を煽あおられて堰せきを切ったように渡わたり廊ろう下かの至る所から嗚お咽えつが漏もれだす。

　悪あく循じゆん環かんに次ぐ悪循環。

　一見、完璧だと思われた計画がボロボロと崩れていった。

「みんな落ちついて！」

　紙祖さんが汗を飛びちらしながら「しゃがんで！」と「しゃがんで！」の合間に叫さけんだ。

　この状じよう況きようを打破しようと彼女は必死だった。

　声が擦れても構わない。

　もうこれで喉のどがつぶれてしまってもいい。

　みんなに伝えなきゃ。そんな気き迫はくが伝わってくる。




「冷静になって、しゃがんで！　前に進むの、しゃがんで！」

　皆みなを奮い立たせながら、彼女は前に進み続ける。

　体育館の入り口まで、あと僅わずかだ。

　あと少し、あと少し……心の中で何度もエールを送り続けた。

「最後まで、しゃがんで！　頑がん張ばれば、しゃがんで！　ゴールは、しゃがんで！　すぐそっ……」

　紙祖さんの言葉が途と切ぎれる。

　彼女の体が宙に浮うかび、ズルリと仰あお向むけに倒たおれた。

　汗だ。

　したたる汗で足元が滑すべったのだ。

　何が起こったのか分からず慌あわてて半身を起こした紙祖さんが「あ」と呟つぶやく。





　パンパンパンパンッ！






　廊下を縦断する銃じゆう声せいが紙祖さんの後頭部を襲おそう。

　その後はあっという間だった。

　先導を失いパニックを起こした少女達が一人二人と廊下に散っていった。

　残ったのは肩を撃うたれた女の子だけである。

「痛い、痛いよぉ」

　呻うめき声をあげながら女の子は地面を這はいつくばっていく。

　彼女の頭上を銃じゆう弾だんが飛び去っていった。「痛い、痛い」と泣きながら、二台、三台と機関銃の下を通過していく。

　あれ……これって匍ほ匐ふく前進で進めば良かったんじゃないの……。

　じゃあ紙祖さんのガンバリって全部無む駄だじゃん。

　一いつ瞬しゆんそんな考えがよぎる。だが田篠先生が、そんな甘いはずがなかった。

　四台目の機関銃の下を通過して、ちょうど二秒後。





　パンパンパンパンッ！






　這いつくばる彼女の背中に向かって銃弾が降り注いだのだ。

「ひぎぃっ！」

　悲鳴にならない悲鳴をあげて、少女はその場に力ちから尽つきて崩くずれた。

　全ぜん滅めつ。五人全員が銃弾に倒れ、動かなくなった。

　惨さん状じようを目まの当たりにして、思わず目をそらす。

　え、なんで……

　しゃがんでいれば銃弾は当たらないはずでしょ？

　予想していなかった事態が発生して、残された同級生達がざわめく。




『……あぁ、大変申し訳ありません』




　再びスピーカーから田篠先生の声が流れてくる。




『すっかり失念しておりましたが、四台目の機関銃は標的を定め狙ねらい撃ちするオート機能がついていたのでした』




　噓うそだ、絶対ワザと情報を教えなかったんだ。

　見せしめの為ために、ヒントを共有した私達への罰ばつとして。

　頭に血がのぼり、目の前が真っ白になる。

　ふざけるなっ。

　思わず反論しそうになる私を、はなちゃんがグッとおさえた。

「なんで止めるの？」と思わず彼女を睨にらみつける。

「今は駄だ目め……もう時間がありません」




『そうです、残り時間は、あと四分……さっさと次のレースを始めましょう。参加されたい方いらっしゃいますか？』




　あんなものを見せつけられて立候補する訳がない。

　飼育員たちがズルズルと紙祖さんたちの遺体を引きずって回収していった。

　遺体に敬意を払はらう気は、やはりゼロである。




『さぁ、早い者勝ちです。挙手してください』




　先生の言葉に答えるものはいない。絶望的な状況だけど、残り四分だけど、一秒でも長く生きていたい。誰だれだってそう思うでしょ？

「いきましょう、ハナ」

「へ？」

　前言撤てつ回かい、誰でもではなかったみたい。はなちゃんが私の両りよう肩かたを摑つかんで渡り廊下へと進んでいく。

「やだやだやだ」

　抵てい抗こうしても、物もの凄すごい力で押さえつけられて（どこからそんな力がでるの!?）拒こばむことができない。

「ねぇ、はなちゃんやめよ？」

　懇こん願がんするように訴うつたえるも、彼女は首を横にふる。

「駄目です」

「なんで!?」

「時間は有効に使わないと」

「もう無理だって」

「いいから、早く」

　意見は受け付けません、といった態度に頭の血が再さい沸ふつ騰とうする。

　私は置くタイミングを失っていた消火器を、思いきり地面に叩たたきつけた。

「だったら、はなちゃんだけ参加すればいいじゃん！」

　思わず本音が口から漏もれて私は物凄く後こう悔かいした。檻おりから出してくれた命の恩人に酷ひどい事を言ってしまったのだから。

　さっきから、こんなんばっかだな、私。本当に自分が嫌いやになる。

「あ、ごめん、その」

　口ごもる私に、はなちゃんは微笑ほほえみを絶やさずに言った。

「駄目ですよ」

「へっ？」

「だって私達は一いち蓮れん托たく生しような間あいだ柄がらなんですから」

　あまりにその言葉が力強くて、反論する気力が失うせていった。

　この子に何を言っても無駄だ……もう、どうでもいいや。

　一蓮托生、運命共同体。

　よく分からんけど憧あこがれの同級生だったはなちゃんからそこまで言われたんだし、もう彼女に身を任せよう。




『ダブルハナが参加なさるようですよ、城野さん、瀬繹さん、味田さん』




　突とつ然ぜん名前を呼ばれたリッチ・ビッチ・パッチはビクリと肩を震ふるわせて顔を見合わせる。

　かと思うと一目散にその場から走り出した。その場から逃とう亡ぼうをはかったのだ。だが、すぐに飼育員に取り押さえられて一人また一人と羽は交がい締じめされていく。

「はなせよ、こんにゃろう！」

　最後に残ったビッチが足元のバスケットボールを摑み、飼育員に投げつけた。

　だが簡単によけられる。

　ボールは壁かべに跳はね返って渡わたり廊ろう下かの先に飛んでいった。彼女はポニーテールをつかまれてズルズルと地面を引きずられた。

「イタイイタイ、もげる！」とわめき声をあげながらビッチ達は私の横に並ばせられた。

「……余計なことしやがって」

　ずれたリボンの位置を整えながらビッチがこちらを睨む。

　私は悪くないのに、叫さけびたい衝しよう動どうに駆かられつつ俯うつむいた。

　気のせいかもしれないけど、ビッチは私だけを睨んでいる。

　まるで、はなちゃんをおさえられなかったのはお前の責任だとでもいうように。

「言っとくけど、私は『しゃがんでっ』なんて叫ばねぇかんな！」

「だから窓から逃にげればよかったんだよぉ……」

　リッチもゆるふわパーマをかきむしりながら唸うなった。

「でも……」

　二人の間に立っていたパッチが呟つぶやく。

「どっちにしろ殺されるならチャレンジするべきかも」

「そ、そうだよ！」と、便乗して必死にフォローをする。
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「みんなで協力して、最後まで頑がん張ばろう！」

「ハッ、協力しろって何をだよ」

　すかさずビッチが嚙かみついてくる。

「なにをって」

「案もねぇのに、偉えらそうなこと言うなし！」

　私にあたったってしょうがないのに。フォローなんてしようとしたことを心の底から反省した。この人達が私の言う事など、聞くはずがないんだ。

　聞くとすれば……私は横にいたはなちゃんの様子を窺うかがう。

　彼女はじっと渡り廊下を見つめたまま、黙だまりこんでいる。




　残り時間は三分になろうとしていた。




「……バスケットボール」

　やっと、口を開いたはなちゃんが、渡り廊下を指さした。

　廊下のちょうど真ん中あたり、さきほどビッチが投げたボールが転がっていた。

「なんで反応しなかったんでしょう」

「へ？」

「センサーは動きに反応している訳ではないのでしょうか？」

　たしかにあれだけ勢いよく飛んで行ったのに、機き関かん銃じゆうは作動しなかった。




「物じゃなくて人間に反応してんだろ？」

　ビッチが「当然だろ」というように言葉を吐はき捨てる。

「そうですね、問題は人間の『ドコ』に反応しているかです」




　どこって、どういう事……。

　いつも思うけど、はなちゃんは説明不足なんだよ。




　でも、今この状じよう況きようを打破できるのは、きっと彼女だけだ。私はハッとしてポケットからスマホを取り出す。

「あの、これ役に立たないかな？」

　私は先ほど録音した田篠先生の声を再生する。




「さっきヒントになるかもって、録音しておいたんだよね」




　気分は名めい探たん偵ていの助手。ワトソン君や小林少年だ。

　私のホームズは素す早ばやくスマホを受け取った。




「……ありがとう、助かります」




　その瞬しゆん間かん、彼女はスマホをフリスビーの如ごとく空に放った。

「へっ!?」

　くるくると回転しながら、私のスマホはゆっくりと降下していく。

　そして当然だが、カンッと音を立てて床ゆかに落下した。

　床に転がってからもスマホからは田篠先生の音声が流れ続けていた。

「……なるほど」

　はなちゃんは納なつ得とくしたように頷うなずいた。

「なるほどじゃないよ！」

　はなちゃんの奇き行こうに再び私の怒いかりが爆ばく発はつする。

「なんで投げちゃうの、最新機種なのに！」

「……とうとう頭がおかしくなったんじゃない？」

　リッチが同情したような目を、私に向ける。

「いえ、おかしくなっていません」

　はなちゃんはリッチの言葉をスッパリ否定した。

「今の実験で、人間の声にセンサーが反応していない事が確かく認にんできました」

　あぁ、そういうこと……私は深い溜ため息いきをつく。

「……なら先に言ってよ」

　てか、一応私に許可を取ってよ。

「ごめんなさい。でも動作でも声でもないならばセンサーは何に反応しているのでしょう。それに飼育員たちが、いちいち遺体を片付けていたこと。それも引っ掛かかります」

　もう少しで答えがでそうなのに。

　そういった風に、はなちゃんは天てん井じようの機関銃を睨にらみつける。

　沈ちん黙もくに耐たえ切れず「だからなんなんだよ」と、声をあげたのは、やはりビッチだった。

「じゃあセンサーは何に反応してんだよ、もう時間だってねぇってのに！」




『その通りです』




　スピーカーから田篠先生が声を張りあげた。




『あなた達の後は、まだつまっているんです……さぁ早く始めましょう』

　飼育員たちが私達の背後に近づいてくる。その手には拳けん銃じゆうが握にぎられていた。




『さっさと走らないと……どうなるか分かりますね？』




「……紙祖さん方式で進むしかないんじゃない？」

　リッチの提案に、はなちゃんが首を横にふる。

「四台目以降の機関銃への対策がありません」

　刻々と過ぎていく時間。飼育員が持つ拳銃の先が背中に当たる。




　その時、コツンとカカトに何かが当たった。

　足元を確認すると、それは消火器だった。

　なんだか足にまとわりついてくる子犬みたいにみえて思わず苦く笑しようする。

　ずっと腕うでの中に抱だいていたせいか妙みような愛着がうまれていたのかもしれない。

「……なに、アンタも一いつ緒しよにいきたいの？」

　そっと消火器を手に取る。

「……今度はこっちが頭おかしくなった」

　リッチが冷ややかな視線を向けてきたが、かまわず私は再び消火器を胸に抱いた。

　ひんやりとした感かん触しよくが体に伝わり、ぶるっと身み震ぶるいをする。

「冷たっ」

　その瞬間、はなちゃんが目を大きく見開いて私を見た。




「……温度」

「へ？」

「センサーは体温に反応してるのかもしれません」

　彼女の言葉に私もハッとする。動きでも声でもなく温度に反応していたのか……。

　たしかに、それなら毎回遺体を片付けていたのも納得がいく。

　私は『プレデター』のワンシーンを思い出していた。

　たしかあの顔面カニおばけみたいな奴やつも体温で人間を識別していたっけ……。

　でも、それじゃ、どうあがいた所で私達はセンサーに反応してしまう。

　不安げな私をよそに、はなちゃんが天使の微笑ほほえみを浮うかべる。

「……やっぱり、ハナは私の命の恩人です」

　はなちゃんは私から勢いよく消火器を奪うばいとった。

「へっ、なに、どういう事？」

「センサー画面を凍こおらせます」

「凍らせる!?」

　彼女はコンコンと消火器を叩たたいた。

「この中には大量に二酸化炭素が入っています。それを噴ふん射しやすると、急激に温度が下がり消火液が凍とう結けつする、時間がないのでこれ以上の説明は省略しますが……これで一時的にセンサーは作動しないはず」

　はなちゃんは手て際ぎわよく消火器の本体からホースを外す。

「……待ってよ！」

　慌あわてて彼女の手をつかんだ。

「本当にセンサーは体温に反応しているの？　それに消火器で本当にセンサーを止められるって確証は？」

　しゃなななと彼女のツインテールが揺ゆれる。

「しかし僅わずかな可能性があるなら、それにかけるべきです」

「……でも」

　今度は私が制止される番だった。

　彼女はいたずらっ子のように目を輝かがやかせて言った。




「１００％答えが分かってちゃ、つまらないじゃないですか」




　そのまま私を振ふり払はらって、はなちゃんは渡わたり廊ろう下かに飛び出した。

「はなちゃん！」

　くるりと体を半回転させながら彼女は飛び上がった。

　時間がスローモーションでながれていく。

　こういうシーン、トム・クルーズの映画とかでみたことある。

　はなちゃんは宙に浮かびながら消火器のピンを抜ぬく。そしてセンサーにホースをむけて、消火液を発射させた。あんな風に真正面に立ったら銃じゆう撃げきを避よけきれない。

　恐きよう怖ふから私は思わず目を閉じた。

　暗くら闇やみの中に、はなちゃんの声が響ひびく。

「一秒、二秒……」

　ズシンと、私の体に衝しよう撃げきが走った。

　え、銃声？

「なにボーッとしてんだよ!?」

　目をあけると、そこにはビッチの顔がある。
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　先ほどの衝撃が彼女に頭を叩かれたせいだと理解するのに、少し時間がかかった。

　ビッチは舌打ちをすると私の手をひいて渡り廊下を走り出す。

　一歩前にはリッチとパッチの背中があった。

　彼女達が渡り廊下を進んでも、やはり銃声はしない。

　私とビッチが走り抜けても同じだ……はなちゃんの作戦は成功したんだ。




　私は改めて前を向く。はなちゃんの姿はもう遠くにあった。

　彼女は三台目の機関銃にも同じように消火器を噴射させている。

　私達は全速力で、廊下を駆かけ抜けた。

　一歩、二歩と彼女との距きよ離りが縮まっていく。一足先に体育館入り口まで辿たどりついたはなちゃんが、消火器を投げ捨てて、くるりとこちらを振り返った。

　彼女は右手をこちらに差し出す。




　その手の中には、私のスマホが握にぎられていた。リレーのバトンを摑つかむように私は思いきり右みぎ腕うでを伸のばす。




　はなちゃんまで五メートル、三メートル、五十センチ……。

　そう心の中でカウントダウン。そしてとうとうスマホごと彼女の手を摑んだ。

　ニッと口角をあげて、彼女は言った。

「……零ゼロ次じ面接通過、ですね」

　はなちゃんの手は温かく、じんわりと汗あせばんでいた。









面接不採用者　二十五名

金の卵　残り十五個
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「……イッタッ[image: ]」




　私の情けない叫さけびは予想以上に体育館に響いた。

　鈍にぶい痛みに襲おそわれた後頭部を押さえながら顔をあげる。

　全員の視線が私に集中していた。パンツ丸出しのまま隣となりで胡坐あぐらをかいているビッチが舌打ちをする。

「市位ハナさ～ん、ちゃんと話聞いてたッスか？」

「へっ？」

　いつの間にか居い眠ねむりをしちゃってたらしい。

　お腹なかを撃うたれ、檻おりに閉じ込められ、アザができるほど手首を握りつぶされ、機関銃で撃ち殺されそうになったんだもの。

　私のライフポイントは、ほぼゼロ。

　むしろみんなよく平然としてられるよ。疲つかれてないのかな。

　聖アルテミス女学院の生徒は体力も段だん違ちがいってことだろうか。

　こっちは誰だれでもいいからベホマでも唱えてくれないだろうかって感じなんだけど。




「てか今寝ねてたっしょ」

「あ、ごめん」

　そう口にする前に、ビッチの強きよう烈れつな平手が脳天を直ちよく撃げきした。

　さっきの鈍い痛みの再来。

　渡り廊下での一件から、私の頭はいくらでも叩たたいて良いという認にん識しきになったようだ。

　脳みそがグワングワン揺ゆれて思わず涙なみだ目めになる。

「ハナ、これ」

　目の前に座っていたはなちゃんが、そっとハンカチを差し出す。

　さすが天使。

　ベホイミくらい体力が回復した気がする。

　薔薇ばらの刺し繡しゆうが施ほどこされた木も綿めんのハンカチを受け取り、目元に当てようとすると、

「あ、じゃなくて」

　彼女はハンカチを摑み、それを私の口元に押し当てた。




「……よだれ」

　はなちゃんはクスクスと笑いながらハンカチをポケットにしまう。慌あわてて口元を隠かくす。

　十六歳にもなって同級生に、よだれを拭ぬぐわれるなんて。

　情けなさすぎて、さっきとは違ちがう涙が瞳ひとみからこぼれそうだ。

　恐おそる恐る周囲を見まわしながら尋たずねる。

「それで、なんの話をしてたのでしょうか？」

　再びビッチの舌打ちが飛んできたので、慌てて後頭部をガードする。

　ビッチが右手を振ふりあげかけた時、

「どうにかして外に連れん絡らくする方法がないかなって」

　眼帯の位置を気にしながらパッチが言った。

　やっぱりいい人だ、この人。リッチとかとつるんでいるのが不思議なくらいだ。

「良いアイディアは出た？」

「出てたら、もう行動してるって」

　リッチは大分スタイリングが崩くずれたゆるふわパーマをクルクルしながら、深く息を吐はいた。




「ネットは接続できるけど、メールもツイッターもＬＩＮＥも駄だ目め。こっちから発信するのは無理だね」

「……そっか」

「とにかく五人でこのアホらしいゲームをクリアしてくしかないんだよ」

　……五人か。

　零次面接が終わってもリッチ・ビッチ・パッチは私達から離はなれず、行動を共にしていた。

　当たり前のように五人で輪になって座っている、けど違い和わ感かんが半はん端ぱない。

　だって普ふ段だん教室では一いつ切さい接点がないし。

　こういう女子グループに所属するのは小学校以来で、どう振ふる舞まっていいのか分からなかった。まぁ正直なところ、私がどう振る舞おうと関係ないだろうけど。




　さっきは偉えらそうに『私達』なんて言っちゃったけど訂てい正せいします。

　リッチ達が離れたくないのは、はなちゃんだけ。

　そこに私は含ふくまれていないんだから。

　特にビッチとパッチは今にも拝み出しそうな勢いで、はなちゃんの話に聞き入っている。

　彼女達だけじゃない。ここにいる生徒全員、はなちゃんに特別な眼まな差ざしを送り続けていた。

　まぁ無理もないよね。

　彼女が消火器でセンサーを麻ま痺ひさせたおかげで、みんな体育館に辿たどりつけたんだから。カリスマ的人気を誇ほこった紙祖さんが銃じゆう弾だんに倒たおれた今、はなちゃんは十五人の生徒の頂点に立っているといっても過言じゃない。

「てか、めっちゃ頭良くねぇッスか？」

　ビッチが、はなちゃんに人差し指を向ける。

　人を指でさしちゃいけないって、誰も彼女に教えなかったのか？

　ビッチに賛同するように、パッチは大きく頷うなずいている。

　はなちゃんは静かに首を横に振る。

「たまたま……運が良かっただけです」

「たまたま？　まったまたぁ～」

　言葉を掛かけているのかいないのか。

　とにかくビッチは一人でゲラゲラと品がない笑い声をあげている。

　そんな彼女にも、はなちゃんは微笑ほほえみを絶やさない。

「その余よ裕ゆうな笑え顔がお！　ホントは自分に自信があるんじゃないッスか、はなっち！」

　ビッチが発した言葉に、思わず反応してしまう。

　……はなっちだって。それって親しい友達って証あかしでしょ。

　……私も一応ハナなんだけどな。

　まるで四人グループだったみたいに、はなちゃんを受け入れている。

　やだな。なんかモヤモヤする。

　こういう風に仲良しグループを傍はたからみてるのには、慣れていたはずなのに。

　はなちゃんに優やさしくされて欲よくがでちゃったのかな。

　ハブられたりするのが嫌いやだから誰とも仲良くしてこなかったところもあるのにな。

　私はポケットからスマホを取りだした。

　はなちゃんに思いきり投げられたけど、幸い液えき晶しようは割れたりしなかった。

　スマホカバーはちょっとへこんだけど。




　これ、お気に入りだったんだけどな……なんて言ったらブーイングを食くらうよね。

　命を助けてもらっててさ。なんかスマホカバーと自分が重なって、私は指先でそっとへこんだ部分を撫なぜた。あっという間に四人の会話についていけなくなっていく。




　危険、危険、ネガティブ注意報発動。

　脳みそから警告音が発せられている。教室でしているように慌ててツイッターを開いた。

　一刻も早く目の前の現実を遮しや断だんするんだ。




　　　　★☆★☆




　リッチの言っていた通り、見るだけならばネットは普ふ通つうに使えるみたいだった。

　リプライ画面を開くと『叶かなっちゃった夢って価値ない、ゴミ以下』の一文が飛び込んできた。

　あぁ、結局返事してなかったんだっけ。

　アイコンをタッチして彼女のページに飛ぶ。

　実際会った事はないけど、仲良しのフォロワーさん。

　名前はムーンウィッシュちゃん（ちなみに私はふらわぁ＠無理ゲーはパス）。

　いつも面おも白しろいリプをくれる良いコだ。

　鋭するどいツッコミと毒どく舌ぜつ、最近は絶賛恋れん愛あい中らしく、こっちがキュンキュンきちゃう呟つぶやきが目立つ。ちなみに数時間前のツイートは『やった、今日一いつ緒しよに帰れるって！』『いつもの場所で待ち合わせ、早くこないかなぁ』である。




　いいなぁ、青春って感じで。

　高校に入れば普通にカレシとかできると思ってた自分を、絞こう殺さつしたい。




　ムーンウィッシュちゃんはデートで、私は命がけのゲームの真っ最中。

　なんだこの差は。思わず苦く笑しようしてしまう。

　あぁ、彼女にリプ返ししたい、今の状じよう況きようを教えたい。

　いつもムーンウィッシュちゃんにはリッチ達の愚ぐ痴ちを聞いてもらってるのだ。




『ビッチに頭殴なぐられた、ビッチ菌きんうつる』

『リッチビッチパッチとなぜか行動中、生き地じ獄ごく』とかね。





　ビービービービーッ……






　突とつ然ぜん、けたたましいアラームがスマホから鳴り響ひびき、現実世界に引き戻もどされる。

「え、え、え、何!?」

　体育館内がざわつく。

　どうやら全員の携けい帯たい電でん話わから、このアラームが聞こえているらしい。

「どうです、目は覚めましたか？」

　体育館の扉とびらが開き、田篠先生が現れた。その背後には複数の飼育員たちの姿もある。

　心なしか人数が減っているようだ。他ほかのメンバーは休きゆう憩けいでも取ってるんだろうか。

「おねむの方もいたようですので、休憩終しゆう了りようのアラームを少し大きめに作動させていただきました」

　それって、私の事言ってる？

　念の為ためによだれを垂らしている子がいないか確かく認にんしてみたが、発見する事はできなかった。

「金の卵候補の皆みなさん、零ゼロ次じ面接の突とつ破ぱおめでとうございます」

　先生が拍はく手しゆをすると、真ま似ねするように飼育員達も手を動かした。

　コイツら、本当に先生の言いなりなんだな。乾かわいた拍手が体育館の高い天てん井じように消えていく。

「さぁ、早さつ速そく第一面接とまいりましょうか」

　拍手が止やんだと思ったら、急に照明が消えた。周囲が真っ暗となり、体育館内が騒そう然ぜんとなる。移動する飼育員達の気配が暗くら闇やみを通じて伝わってくる。




　え、何がはじまるの。急に撃うたれたりしないよね!?

　恐きよう怖ふからパニックになって、思わず私ははなちゃんに手を伸のばした。

　だがその手は簡単に弾はじき飛ばされる。

「やべぇんスけど!?」

　ビッチ達が一足早く、はなちゃんを取り囲んだのだ。

「落ちついて。瀬繹さん」

　冷静なはなちゃんの声が響く。

「味田さん、そんなに引っ張られては制服が破れてしまいます」

「あ、ごめん……つい」

　パッチまでもが、はなちゃんの制服の裾すそを摑つかんでいるらしい。一方、私はというと……後ろに倒たおれそうになるのを必死に堪こらえていた。必死に踏ふん張り、何とか持ちこたえたが、その姿を見ていてくれた者はいないようである。

　そんな事、今はどうでもいい。誰だれでもいいから、くっつきたい。

　暗闇に一人になってしまう。空中で手て探さぐりをして、やっとのことで何かを捉とらえた。

　ロープのようなものを力いっぱいに握にぎりしめる。

「イッテェッ！」

　ビッチの野太い叫さけび声が耳元で響く。

「あ、ごめん」

　私が握ったものは、ビッチのポニーテールだったみたいだ。

　咄とつ嗟さに手を離はなしながらも、内心「私を何度も打った罰ばつ」だと思った。

　もちろん、そんな事は言える訳もない。私が再度「ごめん」という言葉を口にしようとした時、ふわっと足元の照明が点灯して館内の様子が浮うかび上がった。




　目の前にあったのは行進する飼育員達の姿。

　彼らは扇おうぎのように体育館に広がっていく。

　その足並みはぴったりで、ブラバンのマーチングを見ているようだ。

　タイミングを見計らったように、キラキラと天井から光が降り注ぐ。

　ふと見上げると、そこにはミラーボールがクルクルと回転しているではないか。

　色とりどりの照明が私達を照らす。

　体育館がダンスホールに早変わりだ。




「ワンツー、ワンツー、ワンツー」

　そうカウントを取りながら、飼育員達は見事なステップで体育館を駆かけ回る。

　思わず手て拍びよう子しをしたくなる程ほど、息がぴったりだ。

　私は、小さい頃ころに見た男のシンクロ映画を思い出していた。

　そう、マーチングっていうよりシンクロ。身のこなしが、なんだか色っぽい。

　私の微び々びたる女子力では太た刀ち打うちできない色っぽさが、そこにはある。

　そうか、女子力あげるには踊おどればいいのか（いや、違ちがうことは分かってんだけどね）。




　怖こわいのに、可愛かわいい。ついつい見とれてしまう。

　そんな矛盾むじゆんに満ちたパフォーマンスを披ひ露ろうしながら、彼らは確実に私達に近づいてくる。

　次し第だいに恐怖の割合が増えていく。その威い圧あつ感かんに、はなちゃん以外の全員が後ずさった。

「逃にげちゃ駄だ目めです」

　はなちゃんは飼育員を睨にらみつけている。

「へっ？」

「ひるむ事はありません……堂々としましょう」

　彼女の言葉に戸と惑まどいつつも、私達は素す直なおに立ち止まった。

　それを合図に周囲の女子達も歩みを止めたようだ。どんだけ、はなちゃんのこと信しん頼らいしてんだよ。

「ワンツーワンツーワンツー……」

　飼育員達の声がどんどん近づいてくる。その距きよ離りは五メートルもない。

　バラバラに広がっていた飼育員達は、今度は三つのグループにかたまりだした。

　それぞれが両手を伸ばして、隣となりの飼育員の手を摑む。

　列車の連結のような一いつ切さい無む駄だのない動きである。手をつないだままクルクル回ったかと思うと、そのまま奴やつらは横一列になった。そして、黒い壁かべとなった飼育員達は、一いつ斉せいに口を開いた。




「♪勝ぁっ～て嬉うれしい、花いちもんめっ♪」




　……はぁ？　え、何言ってんの、コイツら？

　十五人の生徒たち全員がキョトンとしている。

　うん、ホントにキョトンって言葉がぴったり。もしくはポカーンとか。

　いきなり列になった男どもが、ラインダンスみたいに足をあげて歌い出したのだ。

　しかもワンフレーズ歌い終えて、全員おかしなポーズを決めている。

　新喜劇だったら全員ずっこけているところだ。

　いつの間にかマイクを持っていた田篠先生は「『サタデーナイトフィーバー』みたいですね」と、喉のどの奥を鳴らした。

　なんの事かさっぱり分からないけど、きっとなんかのタイトルだろう（フィーバーだからパチンコの機種？）。

「皆さん、ごらんのとおり……第一面接は花いちもんめです」

　今日、何十回目かの「はぁ？」である。

　花いちもんめって、あれだよね。

　二チームに分かれて歌ってジャンケンしてってやつ。

　それで勝ったら一人、相手チームから自分のチームに入れることができて……あれ、どうやって最終的に勝ち負け決まるんだっけ？

　とにかく小学校低学年までしか盛り上がらない、あのゲームのことを言ってらっしゃるんですよね？

「さきほどの零ゼロ次じ面接で五人のグループができていますね、そのみなさんで参加していただきます」

「先生」と、リッチが手をあげる。

「第一面接が花いちもんめとはどういう意味でしょうか、一体この面接では何を見られるんですか？」

　彼女の質問は至し極ごくまっとうなものだ。

　今まで私達が突とつ破ぱしてきたのは全部ヘンテコだったけど、きちんとゴールが見えていた。




　檻おりから出るとか、廊ろう下かを渡わたりきるとかね。

　でも花いちもんめって、どうすりゃいいんだ。先生に女子生徒達の視線が集中していく。

「皆みなの意見を率そつ先せんして代弁できるのは、とても素す晴ばらしいですね」

　田篠先生は表情を崩くずす事なく、言葉を続けた。

「でも、いつでも答えが提示されると思ったら大おお間ま違ちがいだ」

　啞あ然ぜんとするリッチから目線を外さず、先生は歩き出す。その先には体育館に設置された舞ぶ台たいがあった。

「面接というものは、理り不ふ尽じんに志望動機やら自己アピールをさせられて、プライドをズタボロにされて訳も分からぬまま合否を告げられるものなのです」

　マイクを通して発せられる先生の声は体育館に反はん響きようして、いつまでも耳に残り続けた。

　じゃあ私達は訳も分からぬまま花いちもんめをしなきゃいけないってこと？

　憎にくき相手、飼育員たちと？

　悔くやしそうに口を閉じたリッチは、乱暴に髪かみの毛をいじり、指に巻きつけはじめる。

　誰だれも質問しないまま時間だけが過ぎていく。

　とうとう田篠先生は舞台の中央に辿たどりついた。

「……言えるのは、ただ一つ」

　その瞬しゆん間かん、彼にスポットライトが当てられる。




「五人のうち一人は、ここで脱だつ落らくします！」




　キーンッとマイクがハウリングして広がるも、それに反応する者は誰もいなかった。

　脱落。その言葉にはとんでもない破は壊かい力があった。頭が真っ白といった感じで、脳みそに鞭むち打うって「脱落」という言葉をググるも、フリーズしちゃってる……そんな状態だった。

　脳みその再起動が終わったのか、次第に「え？」「やだ」「噓うそ」そんな言葉が体育館を埋うめ尽つくしていく。生徒達の顔はひきつり、互たがいに顔を見合わせている。

　今までのゲームは、自分が突破できるかどうか、いわば個人戦で周囲のことは関係なかった。

　しかし次は違う。私か、はなちゃんか、リッチ・ビッチ・パッチ……確実にグループの中の誰かがいなくなる。

　この中のうち、誰かは第一面接を突破できず、おそらく飼育員の餌え食じきになる。

　私達は用意された椅い子すをかけて、皆で争わなければならないのだ。

　ていうか私、このメンツで勝ち残れる気がしないんだけど。

　嫌いやな汗あせが噴ふき出して、私の体温を奪うばっていく。

　受験でも繰くり上げ合格の私が。野球部員だとしたらレギュラーどころかベンチにも入れず応おう援えん席せきでも、これといって活かつ躍やくできないであろう私が。アイドル総選挙だったら余よ裕ゆうで圏けん外がいの私が。

　聖アルテミス女学院のスタメン・花形・神７の彼女達に敵かなうはずがない。

　その時、汗でびっしょりになっている私の手を、はなちゃんが摑つかんだ。

「へっ？」

　驚おどろいて彼女を見る。

　しかし目が合う事はなく、はなちゃんは飼育員達を睨にらみつけたままだ。

　孤を描えがく額、すっと通った鼻筋、きゅっと閉じられた赤い唇くちびる。

　その美しい横顔に見とれていると、彼女は更さらに私の手を強く握にぎりしめた。




　あなたの事、見捨てたりしない。

　私達は一いち蓮れん托たく生しよう、運命共同体ですから。




　そんな風に言われているような気がして、私も彼女の手を握り返す。

　一いつ緒しよにここまできたんだもんね、うん。

　止まることのない汗と早はや鐘がねを打つ鼓こ動どうに「落ちつけ落ちつけ」と、私は必死に言い聞かせる。

　とにかく今は、目の前の関門に集中しよう。




「終しゆう了りようの合図は私が送ります……さぁ金の卵候補の皆さん、手を繫つないでください」




　腹をくくった生徒たちは、先生の指示に従って両りよう隣どなりに手を伸のばした。

　リッチ、ビッチ、パッチも不安げに手を繫ぎ合う。

　横一列になった私達は飼育員と対たい峙じした。目の前にいる飼育員は私達と同じく五人。マスクのせいで表情は読み取れないが、高圧的な視線をこちらに向け続けている。




「それでは第一面接開始致いたします！」




　田篠先生の言葉を皮切りに「すぅ」と飼育員達が息を吸い込んだ。

　そして「♪勝って嬉うれしい花いちもんめ」野太い声で、こちらに前進し、足を空に振ふりあげる。今度は私達の番。一歩足を踏ふみ出して、口を開く。

「♪負けて悔しい花いちもんめ」

　それは戸と惑まどいと恥はじらいでバラバラの歌声だった。

　すかさず「もっと大きな声で」と先生からの指し摘てきが飛ぶ。

　更に声を張りあげた飼育員達が間かん髪はついれずに動き出す。

「♪腐くさった卵ちゃん、ちょっと来ておくれ」

　うわ、ちょっとアレンジ加えてるし。

「♪鬼おにが怖こわくていかれない」

　今度は私達も腹の底から声を張りあげる。

　どこが面接の審しん査さ基準になっているか分からない。

　そんな思考から、私達は輪をかけて先生に従順になっていた。

「♪お鍋なべかぶってちょっときておくれ」

「♪お鍋底そこ抜ぬけいかれない」

「♪鉄てつ砲ぽう担かついでちょっときておくれ」

「♪鉄砲弾たまなしいかれない」

　事前練習をしたかのような息の合った動きで、前に進んでは後ずさる。

「♪お布ふ団とんかぶってちょっときておくれ」

「♪お布団ビリビリいかれない」

「♪あの子が欲しい」

　飼育員たちは本題に入るかのように、声こわ色いろをかえた。

「♪……あの子じゃ分からん」

　奴やつらの言葉に一いつ瞬しゆんひるんだのか、再び歌声がバラつく。それを楽しむように飼育員達は低く不気味な声で歌い続けた。

「♪この子が欲しい」

「♪この子じゃ分からん」

「♪投票しよう」

「♪そうしよう」




　ん、今『投票』って言った？

　飼育員達は何も説明する気はないらしく、回れ右で一いつ斉せいに私達に背を向けた。

　それと同時にポケットの中でスマホが振しん動どうする。

　スマホ画面には『いらないあの子』と描えがかれたアイコンが現れていた。

　みんなの携けい帯たいにも同じ物が送られているようだ。

「……あぁ、そういうこと」

　リッチがスマホをチェックしながら鼻で笑う。彼女に続いて私もアイコンをタッチした。

　すると画面には、





『どの子が欲しいですか？　投票してください。

　飼育員Ａ　飼育員Ｂ　飼育員Ｃ　飼育員Ｄ　飼育員Ｅ』






　という出題が表示された。

　相手チームの誰だれを呼びたいかを、各自投票するらしい。

「……誰もいらねぇ～んだけど」

　ビッチの言葉に「確かに」と、私は頷うなずいた。

　画面の端はじに表示された数字が徐じよ々じよに０に近づいていく。

　カウントダウンに合わせて『投票を完かん了りようさせてください』と赤い文字が点てん滅めつしていた。

　そう急せかされても、本当に誰でもいいんだけど。

「Ａでいいよね？」

　先導するように、リッチが言った。

「うんＡで」

　ビッチは他ほかの同意を待たずに画面をタッチした。

　はなちゃんに視線を送ると、彼女もコクリと頷いている。

　カウントダウンギリギリのところで、私は飼育員Ａの部分にタッチした。

『投票を締しめ切りました』という文字が表示され、すぐさま新しい画面に切り替かわる。





『投票結果がでました。

　五票獲かく得とくした飼育員Ａさんが「ほしいあの子」に選ばれました』






　これで良しと、私はスマホをポケットにしまう。

「ねぇ、誰がジャンケンする？」

　パッチが眼帯の位置を直しながら、皆みなを見まわした。

「あ、マイカはジャンケン弱いから無理だから」

　速そつ攻こうでビッチが辞退を宣言する。ジャンケンに強いも弱いもあんの？

　ビッチはシャツに手をつっこみ、ブラ紐ひもの位置を直している。ピンクのフリル付きの黒いブラジャーがチラリと見えた。ビッチらしさ全開のブラジャー。さっき丸見えになっていたパンツとお揃そろいのようである。残念ながら谷間的なものは確かく認にんすることはできない。

「はなちゃん、でいいんじゃない？」

『で』に力を込めて、リッチは髪かみをクルクルと弄いじると「みんなのリーダーみたいなもんだし」と、言葉を続けた。




　たしかに、はなちゃんならジャンケンまでも完かん璧ぺきにこなせそう。

「……はなちゃん、どうかな？」

　彼女に尋たずねるが、返答がない。はなちゃんはガラケーの画面とにらめっこを続けている。

　再び彼女に声をかけようとした時「えっ」と、パッチが声をあげた。

「……なにこれ」

　パッチの声は震ふるえている。はなちゃんと同じように、彼女も齧かじりつくようにスマホを見つめていた。困こん惑わくしている私の顔に、はなちゃんは静かにガラケーを近づける。

　粗あらい画素数のガラケーの画面には、こんな言葉が表示されていた。





『いらない子は誰ですか？　投票してください。

　味田レイコ　市位ハナ　稲沢はな　　城野モクハ　瀬繹マイカ』






「え、いらない子って……何これ、どういう事？」

　はなちゃんは「落ちついて？」と、私の肩かたをさすりながら言葉を続けた。

「ジャンケンで負けた場合、敵側に行く人間を私達に決めさせる、そういうことでしょう」

「そんな……」

「どうすりゃいいんだよ？」

　ビッチは、キョロキョロとみんなの顔色を窺うかがっている。

「どうすりゃって」とパッチは口を噤つぐむ。

　投票するしかない、誰かを敵に売るしかない。そんな事を口に出せるはずがないのだ。




　先ほどと同じように画面の端ではカウントダウンが始まっている。

　残り時間は十秒を切っていた。

　私は急いでスマホを取りだして、画面を起動させる。

　できることなら「ねぇ誰を選んだらいい？」って、はなちゃんに聞きたい。




　リッチ・ビッチ・パッチ。

　正直なところ、誰もそこまで好きじゃない。

　もうこうなったらあの手しかない……物もの凄すごい罪悪感を覚えながら、私は名前をタッチした。

　すぐさま、投票結果が画面に表示される。





『投票結果がでました。

　三票獲得した市位ハナが「いらないあの子」に選ばれました』






　やっぱり私か。なんとなく分かっていたけれど、こうやって死し刑けい宣告を受けると心が打ち砕くだかれる。目の奥が熱くなり、ツンと鼻の奥が痛んだ。

　泣くもんかと、ぎゅっと太ももを強くつねるも、涙なみだがにじみ出た。

「……恨うらみっこなしだかんな」と、ビッチが吐はき捨てる。

　わざわざ言葉に出さなくても分かってるのに。馬ば鹿か正直すぎるでしょ。

　無意識にハハハと乾かわいた笑いが口から出た。

「うん、分かってるよ。大だい丈じよう夫ぶ」

　思ってもいない言葉を平然と発している自分に戸と惑まどってしまう。

　誰の顔も怖こわくて見られない。どこに目を向けていいか分からず私は、スマホ画面に視線を移した。するとそこには新たな情報が開示されていた。





『その他の投票結果は、

　瀬繹マイカ　一票

　城野モクハ　一票　　でした』






　画面を見たビッチが、ギロリと私を睨みつけた。

　太くアイラインがひかれているせいか、見得を切った歌か舞ぶ伎き役者みたいだ。

「違ちがう！」と、思わず私は首を横に振ふった。

「アンタの頭ボカボカ殴なぐったからっしょ？」

「本当に違うんだって！」

「アンタだって髪の毛ひっぱったじゃん」

「いやだって私は」

「……城野さんにいれたんですよね？」

　言葉を制して会話に入ってきたのは、はなちゃんだった。

「♪どちらにしようかな、なのなのな♪って」

　彼女は人差し指を伸のばして、交こう互ごにリズムよく動かした。




　その通りなのだ。

　私は選ぶことができなくて天の神様の言う通りと、タッチする人を決めたのだった。

　リッチが聞こえるか聞こえないかの小さな声で「なにそれ」と呟つぶやく。

　私と一いつ切さい目を合わせてはくれず、それが余計に怖かった。

「ちなみに私もその方法で、瀬繹さんに投票しました……恨みっこなしでお願いしますね」

　はなちゃんに誰だれも言い返すものはない。彼女は再び私の手を握にぎった。

「さ、続けましょう」

　それに倣ならって、私達は再び横一列に並んだ。だが、どこか握り合う手がぎこちない。

　はなちゃんは天使の美声で、飼育員の背中に向かって叫さけんだ。

「……決～まった！」

　くるりと体を反転させて、飼育員達は手を繫つなぎ合う。

「♪市位さんが欲しい♪」

「♪飼育員Ａが欲しい♪」

　はなちゃんが両手を離はなして一歩前に出る。同様に飼育員が歩み寄り、彼女の前に立った。

「「最初はグー……ジャンケンポン！」」

　二人は相手に叩たたきつけるように右手を前に突つき出した。




　はなちゃんはチョキ。

　飼育員は……パーだった。はなちゃんの勝ちだ。




「やった！」

　さすが、はなちゃん。そう思ってガッツポーズをするも、リッチ達は俯うつむいたまま無反応である。さっきの投票で私達の関係には亀き裂れつが入っていた。

　もともと薄うすっぺらな関係性だから、崩ほう壊かいするのもあっという間ってことだろう。

「ご指名ありがとうございま～す」

　ヘラヘラと笑いながら飼育員Ａが私達の列に近づいてきた。

「で、どこに入ればいいの？」

　なんだか態度の悪い飼育員だ。

「……市位さんと、はなの間がいいんじゃない？」

　そう言ったのはリッチだった。ビッチも「賛成」と頷うなずいている。

「え、でも」

　反論しようとするパッチに、

「アンタは誰からも選ばれてないからいいよね！」

　リッチは釘くぎをさす様に声をあげる。パッチは何も言えずに俯いてしまった。

　どうやら、というか確実に私達はリッチ・ビッチを敵に回してしまったようである。

　クラスのスタメン美少女とは思えない般はん若にやみたいな顔で二人は私達を睨にらみつけている。

　私のこと「いらない子」に選んでる事、お忘れですか？

「ちょっとごめんなさいね」

　飼育員Ａは間に入ろうと、はなちゃんと私の手首を摑つかんだ。

　はなちゃんと離れたくなくって、力を込めて彼女の手を握り続けたが、飼育員はいとも簡単に私達を引き離す。

　そしてグローブみたいな大きな手で、私の右手を包み込んだ。

　こんな奴やつに一秒たりとも触ふれていたくない。

　ゾワリと体に鳥とり肌はだが立つ。

「イヤッ！」

　男の手をふりほどこうとするが、ビクともしない。

「ん、こっちのが良かったか？」

　飼育員Ａは、一いつ瞬しゆん手を緩ゆるめたかと思うと私の指の間に、自らの指を滑すべり込ませる。

　いわゆる恋こい人びと繫つなぎっていうやつだ。

　人生初の恋人繫ぎがコイツだなんて。虚むなしすぎる。

「ハナ、落ちついて」

　飼育員Ａの陰かげに隠かくれていた、はなちゃんが身を乗り出した。

「今は耐たえましょう……面接のことだけ考えるんです」

「……分かってるけど」

　だってキモいんだもん。ヘヘヘと、飼育員Ａのマスクから笑い声がこぼれた。

「仲良くしようってば、市位ちゃん」

　飼育員Ａはグイッと顔を近づけた。男の顔面までの距きよ離り、約五センチ。

　今にも顔と顔がくっつきそう。

「……やっぱ無理！」

　私は渾こん身しんの力を振り絞しぼって、のけ反る。

　その時だった。飼育員Ａの耳たぶを、私の眼めはしっかりと捉とらえた。

　そこには無数のピアスの穴。この耳たぶに、私は見覚えがあった。

「……久保賀先生？」

　今度は飼育員Ａがのけ反る番だった。私は再度、確かく認にんした。

「教育実習生の久保賀先生ですよね？」

「……ひょっとして君、前世はホームズかなんか？」

　ハハハと笑いながら、対たい峙じしている飼育員に話しかける。

「古寺、俺バレちゃったよ」

「……道連れにする気だな、お前」

「あ、バレた？」

　おどける久保賀に溜ため息いきをつきながら、飼育員の一人がマスクを取った。

　それは教育実習生のひとり、古寺だった。

　古寺の真ま似ねをして久保賀もマスクを外す。更さらに帽ぼう子しも脱ぬぎ捨てて、彼は髪かみをワシャワシャと整えた。

「いやぁ、この帽子結構蒸むすんだわ」

　リッチ・ビッチ・パッチは啞あ然ぜんとして久保賀の事を見つめている。そりゃそうだよね。つい数時間前まで、三人はイケメン実習生・久保賀に自ら進んでじゃれついてたんだから。

「久保賀ちゃん、なんで……」

　パッチは信じられないといった顔で、金魚みたいに口をパクパクさせている。

「はいはい、その話は後。続きやんよ！」

「いや、ちゃんと説明しろよ！」

　すかさずビッチが吠ほえる。

「お前らさ……俺なんかより、てめぇの命の心配しろよ」

　久保賀は口元を歪ゆがませ、チッチッと舌を鳴らした。

「……この面接で、一人ぶっ殺されんだぜ？」

　改めて口に出されると心を抉えぐられる。そうだ、この中の誰だれか一人死ぬんだ。

　そして、それは今のところ私である確率が高い。口をつぐんだ私達に目配せすると、久保賀が先頭を切って歌い出した。

「♪勝って嬉うれしい花いちもんめ♪」

　グイグイとはなちゃんをひっぱって前に進んでいく。

「♪負けて悔しい花いちもんめ♪」

　古寺が率いる飼育員軍団がそれに続いた。

「……はい、以下省略！」

　久保賀は私からパッと手を離す。

「歌かったるいべ……さぁ投票タイムだよ」

　白い歯をのぞかせた。

　完全に彼のペースに吞のみこまれつつある。私達は言われるがまま、携けい帯たいを開く。

「ちなみに古寺は飼育員Ｃだから」

　久保賀は携帯と向き合う私達の周りをグルグルと歩き回りながら喋しやべり続けた。

「もし古寺も、こっちのチームに入ったらさ……『黄金卵の就ジヨブ職ハンテ活イング動ゲーム』について一個教えてやるよ」

　ピクリと、リッチが反応をする。

「知りたいでしょ、それに別にお前らに損はねぇし？」

　たしかに損はない気がするけど……はなちゃんは、どうするんだろ。

　そう思って彼女をチラ見しようとすると、

「市位ちゃんはさぁ、稲沢さんがいないと何も決められないの？」

　久保賀が私の前に立ちふさがり、はなちゃんを隠した。

「ほら、もう時間ないよ、早く押しちゃえって」

　急せかされるまま画面をタッチした。投票を終えた後も、視線を合わせないように、みんな画面に食くらいついている。すぐに画面が切り替かわり、結果が表示された。





『投票結果がでました。

　四票獲かく得とくした飼育員Ｃさんが「ほしいあの子」に選ばれました』






「はい、みんなサンキューねぇ」

　久保賀を無視して、私は画面を凝ぎよう視しし続けた。あの嫌いやな時間・死し刑けい宣告タイムが再び始まろうとしている。でも次の投票はひとまず意見は割れないだろう。

　今、こちらのチームには久保賀がいる。彼に全員投票すればいいんだから。五人の亀き裂れつがこれ以上入らないように争いは回かい避ひしなくっちゃ。そんな事を考えているうちに画面が切り替わる。





『いらない子は誰ですか？　投票してください。

　味田レイコ　市位ハナ　稲沢はな　　城野モクハ　瀬繹マイカ』






「……あれ？」

　切り替わった画面を指でなぞり確認した。何度見ても久保賀の名前は見当たらない。

「もしかして、久保賀大治の名前をお探しかい？」

　図星のことを言われて、私は彼を睨にらみつける事しかできなかった。




「前言撤てつ回かい、市位ちゃんはホームズじゃなくてワトソン君か、もしくは道化師ピエロキャラかもね」

　久保賀は私の耳元に顔を近づけて、囁ささやいた。

「まだこの面接の狙ねらいが分かってないんだ」

　面接の狙い？

「……選べないなら俺が決めてやるよ」

　そう言った久保賀は、勝手にスマホの画面に触ふれる。

　彼がタッチしたのは市位ハナ。私の名前だった。

　なにしてくれてんだ、コイツ。カッとなって思わず、久保賀の足を踏ふみつけた。

「イタッ、お前さ飼育員への反発は処しよ罰ばつの対象だぞ？」

　久保賀は指でバッテンを作ってみせた。そんな彼をキッと睨む。

「怒おこるなって、どっちにしろ結果は一いつ緒しよなんだからよ」

　そう返されては何も言い返せない。自分だって分かってる。

　さっき一度死刑宣告はうけてるんだから。私は恐おそる恐るスマホに目を向けた。





『投票結果がでました。

　四票獲得した市位ハナが「いらないあの子」に選ばれました』






　……やっぱりね。

　はなちゃん以外の全員が、私に投票した。仲良しグループの一人でもなく、なんの役にも立たない私に。

　はなちゃんが『なのなのな』で決めた結果が画面に表示されるも（ちなみにパッチだった）誰もそんなものには注目していない。彼女達が興味あるのはジャンケンに勝つのか、負けるのかだけである。

「ほらジャンケンでしょ？」

　久保賀が私の背中に手を当てた。

　抵てい抗こうするもされるがまま、グングン体が前に押し出されていく。

「え、なんで？」

　だってジャンケンは幸運の女め神がみ・はなちゃんの担当なのに。

　そう口にしそうになった私に、再び久保賀が顔を歪める。

「なんでって、もしかして稲沢さんにやらせようとしてた……うわぁ自己チューだなぁ」

「自己チュー、私が？」

　基本流されるままの受身人間なんですけど？

「ジャンケンに負けた時の稲沢さんの事とか考えないの？　自分のせいで友達が～って普ふ通つうなるじゃん」

　そう言われてドキリとする。たしかにそう。はなちゃんが負けるなんてないって勝手に思い込んで、おんぶに抱だっこになっちゃってた。彼女だってこのゲームの被ひ害がい者しやなのに。

「そういうお気づかいは結構ですよ、先生」

　はなちゃんはフワフワと舞まい上がる綿毛のように柔やわらかな笑えみを浮うかべている。

「私とハナは運命共同体ですから」

「……え、なに運命共同体って」

　久保賀の言葉に間が空いたのは彼女に見とれていたからだ。

　私は大分耐たい性せいができていたが、はなちゃんの天使の笑顔に反応しない人（特に男性）はいない。

「私がやるよ、はなちゃん」

　何か言いたげな彼女を制して無理やり笑顔を作ってみせる。

　天使でも綿毛でもない普通のやつだけど、今の私にはこれが精せい一いつ杯ぱい。




　一歩前に出てきた飼育員Ｃこと古寺に駆かけ寄った。

　漫まん画がで読んだことがある。最初がグーから始まるジャンケンでは続けてグーを出す人は少ない。つまりパーかチョキを相手が出す確率が高いってこと。

　だからチョキをだしておけば。

　……いや、待てよ。さっきはなちゃんもチョキを出していた気がする。飼育員は代わったけど、続けてパーを出すだろうか。

「……最初はグー」

　私を待たずに、古寺は握にぎった拳こぶしを私の前に突つき出した。

　一いつ拍ぱく遅おくれてしまった私を、眼光を鋭するどくして彼は睨みつける。

「もう一回、最初からいくぞ」

　あぁ、もう確率なんて知るか。私は古寺と声を合わせて言った。

「「……ジャンケンポン」」

　古寺が出したのは、パー。私が出したのは……グーだった。

　素す直なおにチョキを出してれば！

　思わずその場に崩くずれて悔くやしくって床ゆかを叩たたく。それを見た久保賀が笑いながら指さした。

「いま床、ドンッてした？」

「うるさい！」

「あぁ～稲沢さんに任せておけばよかったのに」

「だってアンタが自己チューだって!?」

　そんな私に、ふわりと手が差し伸のべられる。スベスベのはなちゃんの手を摑つかみ、ゆっくり立ちあがった。彼女は眉まゆ毛げを八の字にさせて「心配」を顔いっぱいで表現している。

「すぐこっちに呼び戻もどしますからね」

「うん大だい丈じよう夫ぶ」

「大丈夫じゃない時に大丈夫って言わなくていいですよ」

　はなちゃんの言葉に私は吹ふき出す。

「ごめん、でも他ほかに何言っていいか浮かばなくて」

「……そうですか」

「うん、だから……大丈夫じゃないけど大丈夫って言うね」

　そんな会話を交かわしてから、覚かく悟ごを決めて私は新たな居場所に出発する。

　はなちゃんは手を離はなさず、介かい護ごするように私に付き添そっている。

「もう大丈夫だから」

「はい、分かってます」

　あんな会話の後だ。何を言っても彼女は「お見送りします」と言って聞かなかった。

　四人の飼育員に無言で出で迎むかえられる。古寺に視線を送るも、彼はこちらを見ようとしない。

　飼育員チームの右みぎ端はしに並んだ所で、はなちゃんはやっと手を離した。

「少しの辛しん抱ぼうですから」

「うん……早く面接の本当の狙いが分かればいいんだけど」

「え？」

　はなちゃんが大きな瞳ひとみを見開く。
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「久保賀が言ってたんだよ、さっき」

「本当の狙いですか……」

　はなちゃんの顔から笑みが消える。答えを導こうと思考の世界に飛んでいこうとしているようだ。考えながら列に戻っていく彼女の前を横切って、リッチが久保賀に歩み寄る。

「ねぇ一人、脱だつ落らく者が出たけど第一面接クリア？」

　目を輝かがやかせて話す彼女に、久保賀は「残念」と、ペロリと舌を出す。

「田篠先生が合図をされるまでゲームは続く」

　そう答えたのは、飼育員の列から抜ぬけてきた古寺だった。

「指示が出るまでは、終わる事は許されない」

「……あっそ」

　つまらなそうにリッチは言い、私を一いち瞥べつすると列に戻っていった。

　対してこちらのチームは五人。しかも私以外は飼育員。もう大丈夫って口にする余よ裕ゆうもない。死ぬほど心細い。心が不安で削けずられてやせ細り、餓が死し寸前だ。

「さ、続けるぞ……あぁ、もうめんどいし歌わなくていっか」

「投票タイム！」

　そう叫さけぼうとする久保賀に「ちょっと！」と、ビッチが再び吠ほえた。

「『黄金卵の就ジヨブ職ハンテ活イング動ゲーム』のことを教えるって言ったじゃん」

「おっと忘れてた、メンゴメンゴ」

　再びペロっと舌を出して、久保賀はおどけてみせる。

　可愛かわいいコぶったリアクションは湿しつ度ど１００％に匹ひつ敵てきする不快感だ。

　リッチ、ビッチ、パッチ、はなちゃん、そして私……久保賀は私達の顔を順々に見回していく。言葉を聞き逃のがさないように奴やつを睨にらみつけていたら、唾つばを飲みこむタイミングを失って息苦しくなってきてしまう。

「ゴキュリ」と誰だれかが唾を飲み込む音が響ひびいた。そんな私の反応を楽しむように、たっぷりと間を取ってから久保賀は口を開いた。




「じゃあ教えてやるよ……俺の知ってるこのプロジェクトの秘密を」








下巻に続く。









　あとがき







　どうも吉田恵里香です。本作をお手にとっていただき感謝です。楽しんでいただけましたか？　私はすっごい楽しみながら書かせてもらいました。曲からイメージした世界観と高校時代私を取り巻いていたものを混ぜ合わせて誕生したのが市位ハナです。無気力テキトー自じ虐ぎやく的で、どこか上から目線。そんな絶賛思春期満まん喫きつ中の彼女の物語はもう少し続きます。「続くの？」と思われた方ごめんなさい。下巻もお付き合いいただけたら嬉うれしいです。




「脳漿炸裂ガール」の生みの親・れるりりさん。可愛かわいいイラストを描かいてくれた・ちゃつぼさん。笑え顔がおが素す敵てきな編集Ｓさん、関係者の皆みなさん。いつも支えてくれる家族・友人。

　そして、この本を手にとってくださった皆さんに心の底から「ありがとう」を！！！




　ではでは、またお目にかかりましょう。それまで皆さんお元気で♡


吉田恵里香　　
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カバー・口絵・本文イラスト／ちゃつぼ

デザイン／伸童舎










脳のう漿しよう炸さく裂れつガール








原案／れるりり

著／吉よし田だ恵え里り香か
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